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ーゼレザの近業から一

第1部で試みられるサハラ以南アフリカ経済史の概観は、主として1980年代

以降のアフリカ経済史研究の展開のなかに位置づけられるものである＇ ）。 ティ

ヤンベ・ゼレザの近業ー 「近代アフリカ経済史、第 1巻 19世紀』 (A

Modern Economic History of Africa. Volume 1:The Nieteenth Century)ーを

見れば、いまようやくアフリカ経済史研究は、政治史研究と比肩されるように

なった。これには、アフリカ研究においてアフリカ政策と開発研究の議論が盛

んになってきたことと関連があると思われるが、今日にいたっても、その必要

性が指摘されながら、経済史、開発研究、政策当局、および実践活動とのコミ

ュニケーションはまだ十分には行われていないようである尻

さて、現在のアフリカ経済史研究については、地理的範囲、テーマ、時期区

分および時期設定など考えるべき点は多い。まず、地理的にはアフリカ大陸全

体を対象とすべきかどうか、という問題がある。サブサハラアフリカとか熱帯

（ブラック）アフリカに限定すべきではないという考え方である エ また、取

り扱うべきテーマとしては、経済・社会・政治の変化のダイナミックスに関連

のある生産の歴史と交易や交換のシステム（とくに対外交易）の歴史をどのよ

うに組み合わせるのが適当なのか。それに、アフリカ経済史が植民地支配とと

もに始まったという印象を与える研究も数多く見られる。したがって、植民地

化以前の時期は、植民地支配によって生じた変化の 「伝統的」背景としてしか

扱われないという問題が生じる。たとえば、小農民とか雇用労働は「植民地資

本主義」が作り出したというのである悶
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第1部 サハラ以南アフリカ経済史概観

さらに、アフリカ経済史研究の方法として、アフリカにおける社会経済の変

化は、「伝統と近代」、「自給と市場」、「フォーマルとインフォーマル」など

「二元論モデル」として取り扱われている。また、アフリカ経済史研究のアプ

ローチに共通する難点としては、植民地化以前のアフリカにおける経済の変化

と発展を分析できない点があげられる。新古典派的パラダイムは、非資本主義

的経済に直面した場合に説明力をもたない5)。従属論と世界システム論のアプ

ローチにおける諸概念ー 「不均等交換」、「低開発の発展」、「中心一周辺」など

ーは、対外経済との関連を重視し、内部のプロセスを軽視しがちであり、アフ

リカ経済史が常に低開発の深化というストーリーに凍結されてしまうような描

き方でよいのかどうかという問題もある6)。マルクス主義のアプローチでは、

アフリカの歴史的現実を生産様式の発展段階モデルー 「原始共産主義」、「奴隷

制」、「封建制」、「アジア的生産様式」 ーに押し込めようとするのにも無理があ

るのではないだろうか。したがって、「アフリカ的」、「貢納的」、「リネージ的」

生産様式という概念も問題を含んでいるように思われる”。

本書では、アフリカ経済史に関してグランド・セオリーを提示するような意

図はまったくない。ただ、アフリカ経済史の研究は、その土地に暮らす人々が、

それぞれの属する家計、コミュニティ、地域、国家、大陸全体でどのようなB

常生活を生みだし、また、それを再生産するのかについて歴史的に研究するも

のであると考えたい。こうした人々の生活の生産と再生産の物的および社会的

条件が、自然と社会、男性と女性、支配者と被支配者、土地の人と外部の人、

過去と現在の複雑な相互作用によって形成されるところを明らかにしていくこ

とが重要な課題であるように思われる。

そのように考えてくると、アフリカ経済史研究には、検討すべき課題も多い。

第1に、アフリカ経済史における環境と人口の間題がある。これまでアフリカ

経済史に関心を示した研究者は、自然環境を歴史の「背景」ぐらいにしか考え

てこなかった。しかし、たとえば、気候の変化とそれが多様な社会にどのよう

に影響し、逆に各社会はどのようにその変化に対応しようとしたのかを考えね

ばならないだろう。また、病気のエコロジ一、人口変動、奴隷貿易の人口への

衝撃、人の移動のプロセスと定住のパターン、とくに都市化などのテーマが取
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り上げられるべきである。

第2に、アフリカの農業史とそれに関連した土地利用のシステム、農業の生

産関係、植民地農業をめぐる諸問題がある。アフリカの農業史は、ヨーロッパ

との比較に準拠して考えられることが多かった。しかし、それには、取り上げ

る時期、作業環境の著しい違いを無視し、ヨーロッパを理想化するという難点

があった。また、アフリカ人農民は、「自給自足的で、血縁社会に暮らし、原

始的耕作方法にたよる」という考え方が今日にいたるまで見られる 8)。「小農

（ペザント）」は、アフリカ以外のところでは資本主義に先行する生産様式にも

存在したと考えられているにもかかわらず、アフリカにおいては、小農は世界

資本主義への統合と植民地資本主義の出現とともに現れ、しかも、「小農的生

産様式」は、市場関係に敵対するものとして、また、それには「捕捉されないJ

異質なものとしてとらえられている 9)。

しかし、最近、アフリカ人小農像をめぐる論争では、研究者たちは「小農の

声」に耳をかたむけ、口頭伝承の調査を含む多種多様な資料に依拠しながら研

究をすすめるようになった。したがって、小農は決して保守的な存在ではなく、

技術の革新を生みだし、彼らを抑圧しようとした外部の勢力と闘ったことが示

唆されるようになった。そうした闘争は、危機的状況に追い込まれた時だけに現

れたのではなく、小農の日常生活に組み込まれていたことが指摘されている 10)。

これとならんでアフリカ人農業社会の生産関係の変化に関する歴史的研究があ

らわれるようになった。とくに農業における女性の役割についての歴史的研究

は注目される。また、アフリカ人社会の単位としての家族についての研究があ

げられねばならない。家計の特質をアプリオリに決めるのではなく、個々具体

的な事例研究を蓄積していく作業が必要であろう。

第3に、鉱業と製造業およびその技術や生産関係についての研究がある。ア

フリカにおける鉱業と製造業の歴史は、特定の技術の起源を外部に求める「拡

散（普及）モデル」で説明されることが多い。アフリカにおける技術の欠如ある

いは後進性の原因がそのエコロジーや大陸の孤立に求められるのである叫 と

は言え、アフリカの金属業や繊維業はヨーロッパと同じぐらいの生産効率を誇

れるほど進んでいたという見解もある叫 これらの生産物は、アフリカ人商人
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によって大陸規模で交易され、西アフリカ沿岸のヨーロッパ人商人にも扱われ、

カリブ海や南アメリカに輸出されていた。これと並んで、 19世紀においてアフ

リカの鉱業や製造業はヨーロッパとの競争でまった＜衰退したのか、という間

題がある。最近の研究によれば、アフリカの鉱工業は、一般に認識されている

よりも柔軟であって、その「衰退と存続のバランス」は、外国との競争の強度

やローカルな生産の組織にもよる、という見解が現れている 13)0 

第4に、国内および地域的交易をめぐる問題がある。かつて交易の問題をめ

ぐっては、原始的経済行動を非経済的な互酬や再分配で説明する立場（「サブ

スタンテイビスト」）と市場的要因の重要性を強調する立場（「フォーマリスト」）

の間で論争が行われたが、今日ではいずれの交易形態もアフリカ経済史におい

てその歴史的役割を演じていたと解釈されるようになった。しかし、アフリカ

の交易と市場と通貨は依然としてブッシュの中にあり、「自給的」交易はアフ

リカが国際交易ネットワークに統合されてはじめて「市場指向的」交易に変革

されるというイメージが残っている 14I。ホプキンズがかつて言ったように、

「市場と市場原理の区別は歴史的現実よりも理念型に基づいて行われている」

という印象がある。アフリカにおける交易機構の歴史的および地域的パターン

は多様であり、一般化することは著しく難しい。それよりも交易を通じて、商

人階級の形成や輸送労働者集団の発展についての研究を蓄積する必要があるだ

ろう。

最後に、アフリカの国際（対外）貿易に関する問題がある。アフリカとヨー

ロッパの間の貿易は、 19世紀において増大してきたが、地域間での違いが大き

かった。それぞれの地域では原料が輸出され、工業製品が輸入されていたとは

いえ、取り扱われる商品に違いが見られた。輸入品のローカル経済に対する衝

撃は、地域内部の社会的、経済的、政治的構造の違いによって多様であった。

簡単に言えば、世界資本主義システムヘの統合のパターンとプロセスは、地域

ごとに異なっていたのである。 19世紀中頃に統合されたのは、北アフリカと西

アフリカで、中央、南部、東アフリカの統合は19世紀後半に早まった。こうし

た統合のプロセスの違いは、植民地化のパターンや植民地資本主義の発展を規

定したと言えるであろう。
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この植民地化の過程で、経済的要因は決定的に重要な役割を演じた。しかし、

この要因は全く別個に作用したのではなく、政治、イデオロギー、技術および

軍事などの諸要因と複雑に絡まりあっていたために、アフリカの分割と支配は、

著しく複雑となり、単一の原因に帰することはできない。経済的要因でさえも、

地域ごとにその影響は異なっていた。北アフリカの植民地化は、債務の増加に

よって生じた経済と政治の危機に規定された。西アフリカの植民地化は、貿易

競争の高まりのなかで生じる。中央アフリカでは投機的資本が引き付けられ、

南部アフリカは鉱業資本の安息の地となった。ヨーロッパの支配が最後に及ん

だ東アフリカは、植民地支配の機先を制する列強の犠牲となった。アフリカの

植民地支配は、決して「周辺の危機」にひきずられたのではない。ボアヘンは

次のように語っている。「アフリカの内的条件の性格は略奪の先行条件となる

ものではない。略奪は世界的現象であった。この現象の原因は、アフリカにあ

ったのでもなく東南アジアにあったのでもなく、 19世紀最後の30年間のヨーロ

ッパで生じた社会的、政治的、経済的要因が絡まりあったもののなかに見出さ

れる。」

ボアヘンは、また、次のようにも論じている。少なくとも19枇紀後半の「ア

フリカ大陸は、 19世紀前半の奴隷貿易の苦しみと革命戦争から解放され、変化

と革命のムードがあふれ、新たな挑戦を受け入れ、適合と修正の能力を示し、

人種差別的な原理に対して闘い、当時の社会経済的現実に適合できるような経

済と政治の変革に取り組もうとしていた。」ところが、アフリカの略奪が、突

然、予測できずにはじまった。1914年には、エチオピア（イタリアの征服から

免れ独立を維持）とリベリア（アメリカの属領）を除いて、アフリカはヨーロ

ッパの植民地支配の下に分割統合されたのである＼この問題をめぐる論争の

決着はまだついていない。ただ言えることは、 20世紀の植民地国家の建設と非

植民地化、開発と低開発、階級形成、多様なパターンと形態の民衆の闘争を理

解するには、アフリカにおける植民地化の多様なプロセスを理解することが重

要であるという点である16)0 
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第 1章 18世紀のアフリカ経済

周知のように、現代、アフリカ諸国は、国際政治および国際経済の中で、ま

すます重要な位置を占めるようになっている。しかし、現在、私たちの眼前に

提示されている「アフリカ像」は非常に複雑で、混乱に満ち、おそらくは不幸

で悲惨な印象を与えるものになっている。そのような「アフリカ像」に立ち向

かうとき、アフリカの現在および将来は悲観的で、絶望的なものとして描かれ

がちになる。また、アフリカで現在生じている種々の問題について何らかの説

明を行う場合、アフリカの社会的、経済的、政治的無秩序の原因を、植民地的

搾取や新植民地主義 (neocolonialism)、国際資本主義 (international

capitalism)、社会主義 (socialism)、それにエスニシティ (ethnicity)など、

過度に一般化された議論に見出そうとすることがある。このような議論も全く

斥けることもできないであろうが、このような悲観的アフリカ像や一般論で本

来のアフリカの姿をとらえられるのであろうか。また、こうした議論が、いっ

たいどれほどの妥当性をもっているのかについても充分検討しなければならな

いであろう 1)。

ところで、特に最近、アフリカに広く関心が持たれるにいたったが、それは、

いかなる理由によるものであろうか。その一つの理由は、近年のアフリカ大陸

の政治的変化の速度と規模が、かつて見られなかったほどのものになっている

点に求められる。1950年代末から1960年代はじめの独立に向けての競争は、き

わめて印象的であった。しかし、旧宗主国から政治的独立を達成しても、経済

の自立という点でみると、「独立」という用語は、とうてい実情とはあいいれ
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ないものであった。独立した新興アフリカ諸国は、 40年近く経過しても種々の

面で未だ弱小であり、個々にとりあげてみると、一見したところ、国際関係に

おける政治的、経済的意義は、ほとんど持たないように言われることがある。

しかしながら、今日、新興国といえども、相互協力によって強大な政治集団

になりうることは広く知られている。したがって、広い分野にわたる政治的、

社会的、経済的諸問題を処理する上で、今日ほどアフリカ諸国の動向が、世界

的な影響力を持つにいたった時代はなく、世界の人々が、アフリカ大陸におけ

る変化の速度と規模に、注目せざるをえない状況となっている。たとえば、今

日では東西両陣営のイデオロギー対立や少数白人政府の支配は影をひそめた

が、アフリカ諸国政府は、政治面では国家の結合力とその安定性、国境の合法

性、最適な政治形態、社会的には、エスニシティやエリーティズム、経済的に

は、地域協力実現への見通しと強固な経済基盤の建設などの問題に直面してい

る。このような諸問題は、アフリカの人々がかかわるだけではなく、先進諸国

と「発展途上国」の一般的関心の一部となっている。

アフリカ諸国の政治的、経済的発展をめぐって、 二つの考え方がみられる。

一つは、アフリカの経済発展は、アフリカ人政府のみならず、先進国も責任を

おっており、資本供与、技術援助および貿易機会こそが、アフリカ経済の発展

に不可欠である、という考え方である。他は、そのような、先進国の技術、資

本、貿易に依存することこそが、経済的従属性を持続させ、この従属性が、慢

性的な低開発状態の原因になるという考え方である。いずれにしても、西欧先

進諸国のつくり出してきた多様な制度とアフリカの社会的・経済的構成との歴

史的関係が、アフリカの社会・経済発展の基本的枠組となってきたことは、誤

りのないところであろう 2)。

以上のように、第 1部では、現代アフリカ諸国の直面する諸問題の歴史的起

源を探るために、サハラ以南アフリカ (Sub-SaharanAfrica)で展開された経

済史のプロセスとその主な動向を概観する。とりわけ、中心的な課題は、サハ

ラ以南アフリカが、どのようにして西ヨーロッパを中心とする国際経済に統合

され、それ以後、アフリカでは、いかなる経済的、政治的、社会的構造が形成

されるにいたったのか、を明らかにすることである。その場合、 19世紀と20批
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紀のアフリカ経済の変化の決定因は、アフリカが生産と交換のグローバルなシ

ステムにまきこまれていく過程での外在的な影響力とアフリカに内在する諸要

因に求めることにしたい。また、第 1部では、考察の対象とする時期を、さし

あたり 18世紀後半から第二次世界大戦後の独立期までに限定する。 18世紀後半

以降は、ヨーロッパでは産業革命期にあたり、国際経済の興隆によってアフリ

力も新しい外的インパクトを受けようとしていた時期であった。第二次枇界大

戦は、アフリカにおけるコロニアリズムの終わりのはじまりを示す時期であり、

それ以後、アフリカ諸国は、さまざまな苦難と闘いながら独立国家の建設に立

ちむかっていく時期であったからである。

また、最近、アフリカ大陸について、理論的、歴史的関心が高まり、多くの

学問的成果がみられるところであるが、こうした研究においても、本研究でと

りあげようとする時期に関心が集中している。我国において、研究上の蓄積が

比較的少ないこのような研究領域で、変化に富んだアフリカ経済史の全ての局

面にわたる諸問題を論じつくすことは、とうてい不可能である。したがって、

この第 1部では19世紀および20世紀の「アフリカ史像」を構築していく上で特

定の時期の重要と思われる変化だけをとりあげる 3)0 

第 1節 国際経済とアフリカ

一見したところ、 「サハラ以南アフリカと他の地域との関係は、長い一つの

歴史をもちながら、アフリカは、国際経済に統合された最後の一大地域であっ

た」というのは、何か矛盾しているように思われる。何故に、そのようなこと

が生じえたのであろうか。それは、ここで問題となっている 「国際経済」が、

次のような歴史をたどったからである。すなわち、この「国際経済」は、西ヨ

ーロッパ諸国によってつくりあげられ、そこに、イギリスを中心とする産業資

本主義経済が登場してきたのは、人類史上、かなり新しいことに属していた。

このような 「国際経済」にアフリカがまきこまれていったところに、 重大な意

味があったのである 410 

29 



第1部 サハラ以南アフリカ経済史概観

ヨーロッパ世界の貿易は、 1500年を境にして大きく変わっていった、と言わ

れる。すなわち、 1500年以後、大航海時代に入り、ヨーロッパの貿易は、レバ

ント貿易から大西洋を中心とする貿易へ変化するにいたり、ヨーロッパにおけ

る西ヨーロッパ経済の役割が顕著になった。すなわち、西ヨーロッパは、内的

には資本主義の発展、外的には帝国建設という双生過程 (twinprocess)を経

て、環大西洋経済圏 (trans-Atlanticeconomy)の形成に中心的な役割を演じ

るようになってきたのである。少なくとも1500年以前には、西ヨーロッパは、

地中海商業の周辺部にとどまっていたが、国際経済は、西ヨーロッパの中心部

で展開される諸関係の変化と西ヨーロッパの必要に対応して、構造的に発展し

ていくことになったエ

このような国際経済史は、マンロー (J.F. Munro)の指摘によれば、次の

ような 4段階を経て現在にいたっている。第1は、 1500年から1780年の商業資

本主義 (mercantilecapitalism)、第 2は、 1780年から1870年の初期産業資本

主義 (earlyindustrial capitalism)、第3は、 1870年から1939年の成熟しつつ

ある産業資本主義 (maturingindustrial capitalism)、第4は、戦後の国際経

済である。このような諸段階をへて持続的な構造変化をとげてきた国際経済は、

現在では、真の意味でグローバルな貿易、生産、金融のシステムを持つように

なった。現代の国際経済においては、多種多様な商品およびサービスの大規模

な貿易が展開され、国家間および地域間の生産の専門化が高度に進展し、貿易

と金融の多角的決済制度の発展とあいまって、人的交流もさかんに行われるよ

うになっている。以上のような国際経済の変化のプロセスの中に、アフリカが

統合されていく過程で、それぞれの段階において、ある意味では適応し、またあ

る意味では対抗しながら、サハラ以南アフリカも大きく変貌してくるのである＼

このような国際経済の動きを前提とすれば、まず、 1500年以前のアフリカに

おいては、西アフリカのサバンナ地帯や東アフリカの沿岸地帯が、地中海や中

東の中心部の周辺を形成していた。その後、西ヨーロッパに国際経済の中心部

が移行したため、これらの地域は衰退する。もっとも、西アフリカには、ジュ

ンネ、 トンブクトゥ、ガオなど、また、東アフリカには、ソファラ、キルワ、

マリンディなどの商業中心地があり、それらは各地の商品があつめられ、輸入
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品が再分配される集散地となっていた。しかし、アフリカの多くの地域におい

てヨーロッノ・ゞとの間の通商関係は、弱く、第二次的であったと言える。

これにかわって、商業資本主義の時代に入ると、アフリカの西海岸は、ヨー

ロッパの経営する南北アメリカのプランテーションや鉱山の奴隷労働の供給源

として大西洋経済圏の中に組み込まれる。アフリカは、国際経済の中心部たる

西ヨーロッパとその周辺部たる南北アメリカの周辺部として、つまり、「周辺

部の周辺部」 (peripheryto periphery) として、国際経済にまきこまれていく

ことになった。

次いで、初期産業資本主義の時代に入ると、貿易の形態が奴隷貿易からヨー

ロッパ人のいわゆる「合法的裔業」 (legitimatecommerce)に移行してくる。

最初に、西アフリカが、国際経済において、「周辺部の周辺部」から中心部に

対する周辺部に変化する。すなわち、西アフリカは、西ヨーロッパに対する第

一次産品の供給源として国際経済の中に位置づけられてくるからである。東ア

フリカと中央アフリカには、アフリカ大陸の中で西アフリカ周辺部の「新たな

周辺部」となる一面があった。

また、成熟しつつある産業資本主義の時代になると、アフリカは、孤立した

自給的経済地域から完全に国際経済に統合され、かつ、国際経済に従属するよ

うになる。この契機は、 19世紀末に、ヨーロッパ列国の間でおこなわれた「ア

フリカ分割」 (ThePartition of Africa)であった。「アフリカ分割」は、西ヨ

ーロッパ諸国で展開された政治的諸関係の変化とその必要性にもとづいて、ア

フリカの生産キャパシティを完全に侵害するものであった。輸送手段や他の社

会資本への投資、外国企業の進出、それに統治機構の整備などは、アフリカに

おける植民地支配の構造がつくりあげられていく中心をなした。

最後に、 1945年以後、アフリカ諸国は、植民地的経済構造を残しながらも内

部で生じた変化と国際経済との相互作用の中で、政治的独立を達成する時期を

むかえる。しかしそれには、植民地支配からの脱却と経済発展戦略の遂行とい

う重大な問題があった。たとえば、アフリカ諸国内部にみられる集団間の利害

対立の調整、アフリカの人々と外来者の間の価値観や生産と交換の制度につい

ての対立の克服、一次産品の国際価格変動による経済不安と社会的不平等の解
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消などである。それらは、国際経済関係の中でしか解決する他に途がないとい

うのが現実であった 7)。

以下で、 1800年以前 (1500~1780年）のアフリカ経済の変化を概観する。そ

の場合、まず当該時期のアフリカの経済構造を概観し、次に、社会構造につい

て考察した後、アフリカ経済の国際経済への統合と奴隷貿易のアフリカ経済へ

のインパクトについて検討する。

第2節 1800年以前のアフリカの経済と社会

アフリカの経済構造

通常、サハラ以南アフリカは、図1-1及び図1-2にみられるように、 4地域に

分けて考察されることが多い。すなわち第 1は、全体として高原地帯で、沿岸

地帯が狭くなっている南アフリカ、第2は、南東の山地からコンゴ川の源流に

かけて広がる西ヰ央アフリカ、第 3はニジェール川ーベヌエ川水系を中心とし

た西アフリカ、第4は、自然的特徴のもっともバラエティに富んでいる東アフ

リカである。また、図1-1より、各地域の気候と植生をみると、アフリカ大陸

の西半分では、赤道を中心にして南北で一定の規則性がみられるが、東半分に

は、全く規則性がみられない。

土地利用についてみると、ステップや砂漠の周辺では、山羊、羊、ロバなど

の移動牧畜が行われ、サバンナやステップの周辺では、農耕・牧畜混合様式が

行われ、畑作で、キビ、モロコシ、 トウモロコシ、マメ類、綿花が栽培されて

いる。森林地帯では、根菜類のキャッサバやヤムイモ、バナナが栽培されてい

る。

サハラ以南アフリカの人口分布を正確に把握できる信頼性の高い資料はな

い。したがって、その歴史的動態は、ほとんどわからない。図1-3にみられる

ように、たとえば1960年のアフリカの人口分布から、 1800年ごろの分布状態を

推測できるであろう。最も人口の多かったのは、西アフリカの森林とサバンナ、

エチオピア高地、ビクトリア、ニャサ両湖の高原地帯であった。 1800年ごろに
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図1-1 アフリカの気候と植生
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（出所） J.F. Munro. Africa and the International Economy. 1800-1960, p. 18. 

図1-2 現代のアフリカ諸国
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（出所）岡倉登志組『アフリカ史を学ぶ人のために」世界思想社
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図1-3 現代アフリカの人口分布 1960年

9 ↓ 

0 マイル 1000 

（出所） J.M. Munro. Africa and the International Economy, p. 22. 

はごくわずかの人々が都市に住んでいたと考えられるが、それらは、東アフリ

カではエチオピアの首都、西アフリカではカノ、レグ、トンブクトゥ、ベニン、

クマシ、イフェ、オヨなどであったと思われる 8)。

アフリカ大陸は、 1800年まで、今よりも人口が少なく、その増加率も低かっ

たと推測される。広大な土地の存在をあわせてみると、人口密度も、きわめて

低かったであろう。農業や牧畜業も行われていたが、 一般的に、土地利用が粗

放的で土地所有に対する権利意識も低かったのではないだろうか。アフリカの

農業は、土地の面から考えると、比較的平等な分配が行われてきたと想像され

る。そのため、土地利用が、 一時的なものから恒常的ないし集約的なものに至

るまで地域的には多様であった。平等で、土地を持たない人々が少ないところ

では、生産は、非家族労働に頼ることが少ない。それは、商業や製造業の発達

をおさえることにもなった。大部分の村落は、農業と非農業が結合された形で

展開されているわけで、地域内では、生産と消費を含めて自給的性格が強かっ
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た。

もちろん、アフリカ全体をこのように一般化してしまうのは、危険であろう。

すなわち、ある特定の地域、たとえば鉄や塩などの産出される地域では、地域

的な専門化がみられ、特定の商品の流通する地域的市場が形成されていたし、

遠隔地商業も行われてきたのである。 1800年ごろ、かなりのアフリカ人が、自

らの必需品を入手し、自らの生産物を処理する上で、市場を利用していた地域

もあれば、そうした市場との接触が全くなかった地域も存在した。

アフリカ社会では、自給的な色彩が濃いために、非市場的な要素が強調され、

非市場的な要素は、市場の成長をはばみ、市場を通じて財やサービスの分布の

必要性をおさえてしまう、と論じられることが多かった。 1800年以前のアフリ

力における市場の成長を考察する場合、地域的市場網、交易路、通貨制度およ

び商人層の形成など、どれ一つをとりあげても、その成長は長い間にわたる困

難なプロセスであったと予想される。 1500年から1800年までには市場の発達を

促進する要因とそれを抑える要因が、相互に複雑に作用しあう中で、アフリカ

経済の変化が生じていったと考えるほかないであろうり）。

アフリカの社会構造

それでは、 1800年までのアフリカの社会構造とその変化はどのようなもので

あったのだろうか。

まず、アフリカ社会の基本的な構造を明らかにしておこう。第 1に、社会の

基本単位としては、系譜関係をたどることによって形成される単系血縁集団と

してリネージ (lineage)がある。それには、 8~11世代もたどることができ

る巨大なリネージから、わずか3~4世代をたどるにすぎない最小のリネージ

まで、いくつかの段階と規模を持つリネージ分枝が存在する。これは、血縁集

団でありながら、政治的、経済的、および宗教的な共同機能を有する集団であ

る。リネージの上位には、具体的に系譜関係はたどれないが神話や伝承によっ

て共通の祖先をもつことでクラン (Clan) とよばれる集団が形成されている。

第2に、血縁や親族によらず、年齢や世代を同じくする社会集団として年齢

階梯制 (age-set-system)、若者の自由意志で加わる性別に基づく秘密結社
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(secret society) も存する。第3に、アフリカ史上、統合の象徴となる中心的

な権威者 (dynastyauthority)をもつ王国があった。ただ、確立された領士

を保有し、地方にまで行政と徴税を貰徹できる中央政府をもつ国家は、まれに

しか現われなかったといわれている Ill)。

これらの多様な社会的・政治的構造は、市場交換とは異なる財およびサービ

スの再分配メカニズムとして作用した。王国や首長国も例外ではなく、最も強

力な専有・ 再分布メカニズムをもっていたと考えられる。その支配者は、貢物

(tribute) として取引税、食糧、貴金属などを下位集団から入手し、それを自

らの消費と家臣、配下、同盟者への配分の源泉としたのである。

アフリカでは、リネージから王国に至る まで、農業と牧畜生産が行われ、自

給性の強い、市場的要素とはあい入れない側面をもつ社会が存在してきたと考

えられている。たしかに血族の長や王には、彼の配下にある人々と商人との取

引を規制する動機が一方にあった。市場的要素の侵入を抑えるために、特定の

商人への特許とならんで、取引商品や取引場所の指定なども行われていたよう

である。他方、この非市場的システムが商人に機会を与えることになった。す

なわち、支配階級は、専有のメカニズムによってあつめられた生産物の供給者

であるだけでなく、富裕層として、遠隔地貿易で扱われるぜいた＜品の消費者

でもあり、この裔品への需要を満たすために、そうした貿易商人に取引の「平

和と安全」を与える立場にあったからである。

このように、たとえアフリカの基本的な社会構造が商業的なものでなくても、

支配者は、広い意味での交易関係の中にぜいた＜品の消費者としてまきこまれ

ていくかぎり、その支払うべき代価を、自らの社会で展開されている生産活動

の効率性を高めること、 言いかえれば財政基盤の拡充をはかることでしか準備

できないであろう。その場合、支配者は、自らの政治的立場を維持強化するた

めに必要な経済基盤をととのえていく上で、何らかの社会的コントロールの手

段を効率化する。すなわち、さまざまな政治的特権を強化する動きは、個人の

自由の制限の強化と表裏の関係にあった。これはアフリカ社会内部に、従属労

働ないし奴隷が次第に形成されてくる背景をなす。それに加えて、王国間・地

域間の交易のみならず、民族間の闘争を通じて、富の非市場的再分配メカニズ
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ムは変動する。人口変動ならびに出自集団の衰退などによる政治システムの動

揺は、王族の政治権力、士地に対する権利の態様、軍隊などの武力、個人の権

利の変化とあいまって、従属的労働の一層広い形成基盤を準備することになっ

たと考えられる。

このように考えてくると、一方で市場というものが、政治的支配者の需要を

刺激して、生産鼠の増加、搾取の強化、社会的不平等の助長、階層分化を押し

すすめると同時に、他方で政治の変動と革新自体が、所得と富の分配の不平等

を助長し、市場経済的要素をひきこむ基盤をつくりあげていくことがわかる。

この2つのプロセスの相互作用の中で、アフリカ社会の構造が変化していった

のではないだろうか。たしかに、サハラ以南アフリカ全体としては、リネージ

を単位とする小土地保有者たる自由農民が農業生産の担い手であった。とは言

え、サハラ以南のスーダン・サヘル地域には、古くからスーダン文明がさかえ、

内陸部においては、民族社会の発展した国家組織たる王国の形成されていた地

方に、従属労働の一形態である奴隷制が広く見られた。奴隷制や奴隷取引は、

ヨーロッパの支配する奴隷貿易が発展する以前に、さまざまの程度と形態でサ

ハラ以南アフリカに広がっていたにせよ、そのインパクトは、アフリカ社会に

おいて重大な意味をもったのである叫

奴隷貿易

それでは、アフリカはどのようにして西ヨーロッパを中心とする商業資本主

義段階の国際経済と結びつくことになったのであろうか。 1800年以前のサハラ

以南アフリカと外部世界は、ヨーロッパとの海上貿易、北部サバンナーステッ

プ地帯の砂漠間貿易、それにアジア、紅海、インド洋などを通じて行われる非

ヨーロッパ地域との取引で結びついていた。しかし、この中で、西ヨーロッパ

を中心とする大西洋経済圏の興隆とそのメカニズムの一端を担った南北アメリ

力におけるプランテーションの発展を背景として、アフリカは国際経済に統合

されていく。具体的にはプランテーションの労働力＝奴隷労働に対する需要の

高まりがサハラ以南アフリカの経済的、社会的状況の変化をもたらした最大の

外的影響力となったのである 1210 
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それでは、なぜアフリカが、奴隷貿易という独特の形で国際経済にまきこま

れていったのであろうか。一般的には、アフリカは、大西洋経済圏のメカニズ

ムを背景に生み出されてきた外的需要に適応ないし対応して、アフリカ社会内

部の供給メカニズムを調整できる立場にあったが、外圧に対抗して需要の性格

を変更できるような独自の行動をとれなかったからであろう。すなわち、おそ

くとも19世紀後半まで、アフリカ大陸内部の商業は、アフリカ人の支配下にあ

ったが、アフリカ人は、技術的制約のために、国際商業への進出が著しく困難

であった。西アフリカ沿岸地帯にみられるように、はやくからヨーロッパ人商

人が沿岸市場に渡来し、城塞を築いて、砂金、胡椒、象牙などの売買にたずさ

わっており、アフリカ人は、彼らと交易できたものの、大陸間貿易はすべてヨ

ーロッパ人の定める基準で行われていた。

当時、大西洋経済圏の興隆•発展を前にして、西ヨーロッパ市場に対して、

アジア、アフリカ、南北アメリカは、相互に競争的な立場におかれたと予想さ

れる。西ヨーロッパとの貿易をめぐる、この 3地域相互の比較優位によって、

アフリカの対応が限定されたようである。すなわち、 16世紀においては、アフ

リカ人は、ヨーロッパ製品の輸入支払を、種々の非農産物でも行っていたわけ

であるが、工業化前のヨーロッパに綿、絹織物、スパイス、茶などを輸出して

いたアジアと比較した場合、交易上、有利な立場にあったとはいえない。アジ

アでは、アフリカと比較して農業および非農業の生産力が高かったと考えられ

るし、ヨーロッパの需要もアジアに利益をもたらす性質のものであった。それ

に加えて、西ヨーロッパを中心とする大西洋経済圏の典隆の中で、南北アメリ

力は砂糖、タバコ、コーヒー、 、綿の生産に適しており、しかも貴金属

の産地であった。この結果、ヨーロッパ人のアフリカ大陸内部に対する知識の

欠如とあいまって西インドの砂糖プランテーションに必要な奴隷労働の供給源

という要求の中で、アフリカは惜在的な輸出能力を開発されないままにおわっ

たと考えられる。

18世紀における大西洋経済圏をめぐる貿易ルートと主要な交易品のフロー

は、図1-4に示すとおりである。西ヨーロッパの海上貿易に開放されるように

なったアフリカ社会の直面した問題は、対外交易上、自らの立場を有利にする
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図1-4 18世紀の大西洋貿易
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（出所） AG.Hopkins, An Economic History of West Africa, 1973, p. 100. 

ために貿易をひかえることで貿易品の流入増を抑制するか、あるいはヨーロッ

パを中心とする大西洋貿易の中で最も重要な需要品目を流出させることによっ

て対応するか、という選択を迫られたのである叫

従来から、アフリカでは、サハラ砂漠縦断交易路を通じてアフリカ人が奴隷

として北アフリカやアラブ地域に売られていた。また、アフリカ人とヨーロッ

パ人との奴隷売買も、行われていたようである。しかし、そうした奴隷は、ア

フリカの社会システムが自立する上で必要なものであって、社会システムを保

持するための要素として形成され、別のシステムの一要素として排出されても、

影響の少ない限り売買されたものであった。ところが、大西洋経済圏が興隆し

てくると、たとえば、王国の政治的支配者は、武器、火薬をはじめとする輸入

品の主たる消費者となり、非市場的な専有・再分配メカニズムの頂点にたつも

のとして、奴隷輸出でヨーロッパ商品を購入しようとした。そのために、奴隷

は、輸出商品としてアフリカ社会を変質させるものに転化する契機が与えられ

たのである。これは、国際経済の成長を背景にして、アフリカ内部に奴隷が生

産されていく基盤となり、外圧の下で奴隷輸出という形でアフリカが西ヨーロ
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ッパ諸国の大西洋植民地たる周辺部と結合されていった背景をなすものであっ

た叫

この間、奴隷貿易は、どのような動きを示していたか、フィリップ・カーテ

ィン (P,D. Curtin) の研究によってみておこう。奴隷を需要したのは主とし

て南北アメリカであって、 1450年から1800年にかけて850万人のアフリカ人が

渡り、その中で600万人は、 1700年と1810年の間にわたっている。かりに大西

洋横断中の奴隷死亡率を15パーセントとすると、アフリカからの奴隷輸出は、

975万人に達する。表1-1は、 18世紀におけるアフリカから南北アメリカヘの奴

隷輸出の量的変化と地域的分布の変化を示している。奴隷輸出の地域的変遷を

みると、 18世紀はじめは、セネガルからカメルーンの西アフリカ海岸が中心で

あったが、 1730年代以降、西ー中央アフリカ、ポルトガル領アンゴラの海岸、

およびカメルーンからコンゴ川河口にいたる仏領、英領植民地が多くなってく

る。 18世紀末には、奴隷の輸出地域はインド洋岸にも拡大し、東アフリカのポ

ルトガル領モザンビーク海岸などへ移動している叫

表1-1 大西洋奴隷貿易， 1701-1800年

単位1,000人，（ ）内％

1701-20 1721-40 1741-60 1761-80 1781-1800 

南アフリカ
497.9 594.2 6191 654.1 6487 

(77.6) (67.6) (61.0) (63.2) (45.9) 

西・中央アフリカ 144.0 278.5 3793 379.3 758.9 

および南アフリカ (224) (31 7) (37.4) (36.7) (53.7) 

6.3 16.2 08 65 
そ の 他

(0.7) (1.6) (0.1) (0.4) 

合 計 641.9 879.0 1,014.6 1,034.2 1,4141 

（出所） P.D. Curtin, The Atlantic Slave Trade, 1969, p. 211. 

それでは、奴隷輸出の量的・地域的変化は、いったい何を意味するのであろ

うか。一般的にアフリカ内で発展した奴隷貿易のネットワークは、既存の遠隔

地交易システムの拡大であったと考えられる。交易品目の中で、種々の非農産

物にかわって、奴隷が重要になっていった。奴隷貿易のネットワークについて
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は、通常、奴隷の生産地、その仲介活動の行われる地域および輸出地に分けら

れる。外部の需要とアフリカ内の供給の結節点は、集散地の港である。それら

は、セネガルではフランス人、ゴールドコーストではイギリス人とオランダ人、

アンゴラとモザンビークではポルトガル人というように、ヨーロッパ人商人の

手中にあった。

18但紀に入ると、西アフリカにおいて、フタ・ジャロン、アシャンティ、ダ

ホメ、オヨ、ヨルバなどの新興国家の台頭と 1日王国の崩壊や衰退によって、奴

隷的身分になるアフリカ人が形成されやすい状況が生じた。奴隷には、有力民

族が他民族を襲撃して獲得した捕虜や従属民族が貢納品として提供した捕虜、

あるいは同一民族内の犯罪者や債務者がなっていった。また、奴隷の通商路に

あたる中間地域を支配したものとして、ゴールドコーストのファンテ、アンゴ

ラのオビンブンド、北モザンビークのヤオなどがおり、これらも奴隷貿易の一

端を担うものであった。

たとえば、西アフリカのガーナ南部では、 17世紀にアシャンティ王国が形成

され、コーラ・ナット、金、奴隷などの貿易で栄えていた。 18惟紀はじめ、ア

シャンティ王国は、砂金や奴隷を輸出したが、ヨーロッパ人商人に奴隷を売り

渡す中間商人として活躍したのは、ファンテ諸国であった。このような、奴隷

貿易をめぐるアフリカ内部の商業網の発展は、ある意味で商業上の一大変化を

もたらし、奴隷貿易網を担う二つの地域の対立・抗争は、市場経済の浸透とあ

いまって、共同体的な非市場的体質をもつアフリカの自立的な社会経済構造を

変質せしめたと予想される凡
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第2章 19世紀前半のアフリカ経済

イギリスの経済史家、ビールズ (H.L.Beales)は、かつて次のように指摘し

た1)。すなわち、「歴史家が、学問的に白紙の立場で歴史を書くなどといってみ

たところで、…………、歴史家の懐く関心そのものが、彼みずからの社会的環

境から生れ出たものであり、また、あるいは、彼らが生存する世界と結びつい

ていることから生まれ出たもの」である以上、常に「歴史的経験を新しく再吟

味すること」が必要となる。また、国際経済ないし国際経済史の研究において

も、 J．バンシナ (J.Vansina) は、「世界の見すごされてきた地域の歴史研究」

を強く提言している悶

アフリカ問題を、真にグローバルなコンテキストの中で考えなければならな

いとすれば、「外部の世界にとって、アフリカとは何か」という形で問題を設

定するだけでなく、「アフリカ世界にとって、外部世界とは何か」という問題

を設定する必要がある。しかし、まず何よりも、アフリカ諸国が独自に内外の

諸政鍛を提起し、実践する中で、自らの政治的および経済的自立の達成と存立

意義を確立する決意が必要であろう。それは、アフリカ人にとって、真のナシ

ョナル・ユニティを求める運動と深いところでつながっている。アフリカ史家、

バジル・デイビッドソン (BasilDavidson)は次のように語っていたことが想

起される。「アフリカ現代史は、 20世紀をみるならば、ナショナリズムの思想

とその発展の歴史である。それは、今から百年かかって何冊もの書物が書かれ

て、やっと平静に要約されるものであろう」 310 

第二次世界大戦後、「アフリカの過去」を再評価しようという動きがあらわ
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れ、アフリカ史研究が、歴史研究の急速に進歩しつつある一部門となってきた。

それには、アフリカ大陸に、戦後、数多くの新しい大学が出現し、アフリカ以

外の国々でもアフリカ史への関心が高まってきたという背景があった。そのよ

うな動向の中で、 1960年以降「アフリカの過去を、外部から渡来した人々によ

る大陸への一連の侵入の歴史」としてとらえるのではなく、「一つの統合され

た全体 (anintegrated whole)」としてとらえようという立場から、 『アフリ

カ史ジャーナル』(TheJournal of African History)が刊行された。

しかし、アフリカ史研究においては、 「アフリカ大陸の一般的な歴史的パー

スペクティブに照らして、過去にいかなる研究がなされ、今後いかなる研究が

なされる必要があるか」という点を常に批判的に評価していくことが、小さく

ない意義をもつと思われる心一方、「長い間、あらゆる種類の神話と偏見が、

世界からアフリカの真の歴史をかくし」、「アフリカ社会は歴史のない社会」と

してとらえられていたが、今や、これからのアフリカ史研究を担いあげていく

アフリカ人史家が、活発に、客観的に、開かれた心で、自らの社会の歴史に対

する信頼性を確固たる基盤の上に再構築する研究にとりくみはじめた5)。本章

は、以上のような動向を踏まえて、 1800年から1870年の間におけるアフリカ大

陸にみられた変化に関して、経済史研究の立場から、 一つの視点を提示すると

ころに目的がある。

1800年から1870年にいたるアフリカ史は、伝統的な見解に従えば、ヨーロッ

パに由来する様々の変化によって規定される時期であった。まず、 1800年は、

西アフリカでのイギリスの反奴隷制運動をはじめとして、プロテスタントの伝

道事業、喜望峰の占領、ナポレオンのエジプト占領などヨーロッパのインパク

トが及び始める時期である。次に、 1870年は、周知のごとく、アフリカヘのヨ

ーロッパの略奪が開始される時期であった。したがって、その間、アフリカと

ヨーロッパとの接触の増大という点からみれば、貿易商人、ミッショナリー、

政治家の活動がアフリカ人社会内部の社会的、政治的、経済的バランスに次第

に影響を与え、この時代は、「分割と植民地支配のためのヨーロッパ人による

ゆっくりとした侵入と準備の時代」と言われている。

しかしながら、このような「外的インパクト」を中心にしてアフリカ大陸全
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体の歴史をとらえるには、無理がある。この時期には、ヨーロッパよりもむし

ろ、イスラームの侵入によって北アフリカと熱帯アフリカの接点ーー西アフリ

カ・サバンナからスワヒリ海岸にかけて~アラブ文化とアフリカ

文化の接触が活発に行われた。とは言え、このイスラームのインパクトを中心に

する見方も、アフリカの特定地域についての説明枠しか与えてくれないという

難点がある6)。

これを克服するには、アフリカ大陸をいくつかの地域に区分し、それぞれの

地域の個性を詳細に解明することも重要となるが、そうするとアフリカ史が

「地域史の集り」の中にかくれ、全体像が見失われる危険がある。そこで、こ

の章では、西ヨーロッパを中心にした国際経済のインパクトという特定のテー

マが、おおまかに分けられた地理的地域にどのような影響を与え、どのような

対応がみられたのかという形で、この時期全体を見る。そうすることによ って、

地域差を描くだけでなく、同質性をも明らかにし、 「植民地支配以前の最終段

階のアフリカ史」における共通テーマが何であるかを示すことができるように

思われる匹

第 1節 19世紀前半の国際経済

19世紀の国際経済史について語る時、イギリス産業革命をぬきにして、何事

も議論することはできない。現代の世界は、その歴史的発展の経験に照らすこ

とによってもっともよく理解されるとすれば、イギリス産業革命こそは、現代

世界の基盤となったものである。この産業革命は、いまから2世紀前にイギリ

ス経済の根本的な構造変化をおこし、世界で「最初の工業国家」を出現させる

とともに、現代の人間社会に影響を及ほすグローバルな意義と影響力をも った。

経済生活の歴史に大転換をもたらしたこの産業革命の炎をいったん手にした人

間がそれをすてて歩むことはできない。

産業革命は、急速な工業化であった。それには、持続的な技術の進歩と組織

の変化をともない、その結果、累積的な経済成長が可能となったのである。
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『過疎の村』 (1770年）を書いたオリバー・ゴールドスミスも語るように、産業

革命は、「わが楽しきイングランド」を「鉄の仮面をつけた人間」に変えた。

他方、産業革命は、イギリス国内において農村農業経済から都市工業経済への

一連の移行をひきおこしただけでなく、富める工業社会と貧困な農業社会に世

界を分割してしまった。さらに、これは、財とサービス、人間と機械、思想と

制度などの国際的な交流の新しいネットワークを生み出し、歴史上、先例のな

い規模と速度で生産の方法と諸関係を変革したのである凡

1820年と1880年の間に、枇界の貿易額は、 3億4,100万ポンドから30億3,300万

ポンドに増加し、年あたりの国際貿易の増加率は、 5.03パーセントであった。

このような国際貿易の著しい拡大の背後には、つぎのような要因があったと考

えられる。第 1は、製造技術の革新であった。それは、主として繊維工業と金

属工業にみられ、西ヨーロッパの工業家たちはそれによって世界の手工業生産

者に対する強力な競争力を手に人れることができた。第2に、輸送技術の変化

があった。特に鉄道、河川用船舶、海洋航行船舶などは、国内裔業や国際貿易

における距離の自然的障壁を突破するものであった。最後に、そうした経済力

と技術力にささえられて、海軍力、外交的圧力および自由貿易思想が、貿易に

対する政治的制限を取除いていった点があげられる。

日仕界の工場」イギリスをはじめとして、ひとにぎりの工業国から、発展途

上国の原料と食料と交換するために製造された消費財や資本財が、潮のごとく

流れ出していった。それと同時に、貿易、海軍、港湾建設、鉱業や農業への融

資のための資本の流出が続いた。さらには、 1820年と1880年の間には、 1,150

万人のヨーロッパ人移民が、海外に新しい機会を求めて流出していったことも、

19枇紀の国際経済の重要な一面であった910 

ところで、 19世紀の国際経済史研究では、イギリスを中心にした資本主義の

世界体制の形成、ヨーロッパないしアメリカヘの工業化の拡散、温帯地方への

ヨーロッパ人の移住と移民経済の成長、アジア、北アフリカ、ラテン・アメリ

力における「自由貿易の帝国主義」 (Imperialismof Free Trade) といったテ

ーマが中心であった。したがって、国際経済とサハラ以南アフリカ経済との関

係は、研究史の中でも小さな位置を占めたにすぎなかったように思われる。し
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かしながら、サハラ以南アフリカは、 18世紀においては、南北アメリカヘの奴

隷の供給源として、ヨーロッパ産業革命の前提条件の形成に重要な貢献をした

として、その国際的役割が評価されてきた。他方、 19世紀末には、アフリカが

ヨーロッパ列国の「新帝国主義」 (NewImperialism)の対象として、明確に

国際経済史に位置づけられている点は、広く知られているところである。とこ

ろが、 1800年と1870年の時期については、アフリカ史研究においても、経済史

の立場からは、ほとんど検討が加えられていないのである 10)。

アフリカ経済史研究の立場から考えてみるとき、 1800年と1870年の間の時代

は、国際経済との間では旧い関係にかわって、新しい関係が進展してくる一つ

の移行期であった。もし植民地支配に先だつ時代と植民地支配の時代のアフリ

カ経済史に、何らかの基本的連続性を見出せるとすれば、この時期は、二つの

面が互いに拮抗した時代であった。すなわち、一方で、ヨーロッパの商業力と

政治力の侵入により後の領土獲得の基盤がつくられていくという面と、他方で、

アフリカ人社会内部に、独自の生産と交換のシステムの変化ないし展開がみら

れ、それにともなう新しい政治集団の台頭をひきおこしたという面であった。

このように考えてみることで、アフリカが、最終的には、 1870年以後、国際経

済に統合されていく背後にある要因と、その統合の形態を規定する上で、不可

欠な状況を、 1800年と1870年の間のアフリカ経済の変化の中に見出せると思わ

れる。

第2節 アフリカ経済の変化 1800-1870年

西アフリカ

19世紀初頭、ヨーロッパの国々は次々と奴隷貿易に背をむけるようになった。

この理由は、工業化の進展によって、人間の取引に反対する人々と同盟する新

しい社会階級と政治集団が創り出された点に見出すことができる ll)。ところが、

そこには、 一つのパラドックスがあった。すなわち、工業化は一方で奴隷貿易

と奴隷制を掘り崩しながら、他方、西ヨーロッパを中心とする国際経済の周辺
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部で奴隷制の強化と奴隷取引の拡大をひきおこしたからである。

工業国における工業発展にともなう原料と食料に対する需要増は、一次産品

国の農業発展を促進した。そのような状況の中で、合衆国南部のように、奴隷

人口の自然増と国内奴隷取引により綿花プランテーション経済に必要な労働力

の対外依存を低めたところもあった。また、イギリス領カリブ海諸島のように、

砂糖プランテーション経済が旧移民諸島からトリニダードやギアナヘ移動する

にともなって、労働力の担い手が奴隷からアジア出身の年季契約労働者に転換

していったところもあった。しかし、スペイン領キューバやポルトガル領ブラ

ジルでは、 19枇紀半まで奴隷需要が続いていた。

このように、中央・南アメリカの奴隷に対する持続的需要の存在、その需要

から生じる利益、および奴隷貿易活動を禁止する国際協力の困難などのために、

大西洋奴隷貿易の突然死はおくれた。 1810年と1870年の間に、アフリカから

200万人の奴隷が輸出されているが、その60パーセントはブラジル向け、 30パ

ーセントはキューバ向けであった。出身地別にみると、 19冊紀に大西洋を横断

した奴隷のうち、 17パーセントが西アフリカ、 57パーセントが西ー中央アフリ

カ、 26パーセントが南部アフリカ（特にモザンビーク）出身であった。これら

の数字は、正確なものではないが、奴隷輸出のトレンドが、西アフリカから

西ー中央、南部アフリカヘ移動していることを示している叫

それでは、西アフリカでは、どのような変化がみられたのであろうか。図2-

1にみられるように、西アフリカにおいては、奴隷貿易は、セネガンビア、象

牙海岸、黄金海岸で1820年代に終了し、ギニアーシェラレオネ海岸、ニジェー

ル川デルタ、ベニン湾では、いく分遅れた。というのは、ラゴス、バダグリ、

ポルト・ノボ、ウイダーでは、旧オヨの北ヨルバ帝国の分裂、サバンナからの

フラニの侵入、南ヨルバ諸国の戦闘などがあったからである 13)。

ところで、西アフリカでは、奴隷輸出が衰退するに従って、一次産品の輸出

増加と「旧三大陸間交易関係」 (oldtri-continental exchange relationship)か

らヨーロッパと西アフリカの「双務的交易関係」 (bilateralrelationship)への

移行が行われた。その貿易品目の中では、奴隷にかわって、従来から取引され

たゴムや象牙が再び重要になる。それとともに急増したのは、次の三品目であ
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図2-1 19世紀の西アフリカ
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った。第一は、シェラレオネ森林の材木、第二は、ヨーロッパの石けんやロウ

ソク工業用の原料となったニジェール川デルタの油ヤシ、第三は、セネガンビ

ア海岸の落花生であった。

このような「合法的」商業が成長してきたのには、その転換を容易にする要

因があった。それは、 19枇紀前半の国際経済において、前例のない程に物品交

易条件 (barterterms of trade)が、―-ッ汐次産品国に有利になったからである。

すなわち、イギリスをはじめとする工業国の工業発展にともなう生産性の上昇

により製造品価格が憔界市場において一次品価格よりも大きく下落したからで

ある 14i。安価な輸入品の出現は、西アフリカに外部経済が、以前よりも深く浸

透する可能性をもたらした。

しかし、それには、 2つの変化があったと考えられる。まず、製造工業品の

価格が下落したことによりそれらの商品が、アフリカ人商人の地域的交易ネッ

トワークに人り、それにともなって普通の農民や小商人も輸入工業品を入手で

きるようになった。次に、農民は海岸部で需要の大きい商品の生産に進出し、

小商人も、そうした商品を地域的交易ネットワークに進出させることで、変化

する交易条件に自らを対応させた。

このように、 1つのタイプの海外市場の閉鎖（奴隷貿易の停止）と別のタイ

プの市場の出現（一次産品貿易）の同時性によって、西アフリカ経済の危機は

回避できたのである。しかし、それは、ごくせまい海岸ぞいの地帯で、せいぜ

い沿岸から50~100マイルのところにある気候と交通に恵まれた地域だけであ

った。たとえば、海岸に近接する森林地帯の産物であるヤシ油は、サバンナ地

帯からくるかさの割には価値のないものにくらべて輸送費で比較優位をもって

いたからであろう。他方、セネガンビアの落花生を唯一の例外として、サバン

ナの輸出品は、象牙、金、ゴムに限定された。この移行の問題が最も深刻化し

たのは、奴隷制生産地域に位置した北ダホメやアシャンティであった。これら

の地方の支配者や商人は、北サバンナーステップヘ交易の方向をかえることで、

問題の骨只を解決しようとした。このように西アフリカにおける移行には、跛

行性をともなっだう。

さて、西アフリカ経済史において、奴隷輸出から一次品輸出への移行は、ど
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のように理解するのが適当であろう。それは、「革命的」で、西アフリカの

「近代的」経済発展がはじまる過去との断絶なのであろうか。あるいは、変化

よりも連続性を重視すべきで、根本的な転換点は、 19世紀最後の四半期の植民

地支配にあるのだろうか。それについては、交換と生産の二つの面にわけて考

えてみることが必要である。

西アフリカにおける商業システムの構造は、わずかしか変化しなかった。海

岸地帯では、ヨーロッパの商人や貿易会社が依然として海運と輸出入機能を演

じていたし、同様に、内陸部の集散地では、アフリカ人の商人活動やその方法

にも変化はなかった。ただ内陸の商業ネットワークは、やや複雑で流動的とな

ったであろう。新たな商品の流通量の増加は、奴隷や家事使用人が、多くの地

域で商業活動に雇われるという面をもち、また他方、商業活動の成長と密接に

結びつく権力者グループの政治的革新は、西アフリカ諸国に新しいパターンの

社会的・政治的同盟と闘争を生み出した。

生産においては、 1つの分水娯がみられる。多くの輸出品たる象牙、金、ゴ

ム、染料は、狩猟、採集活動によってもたらされる採取品目であるが、ヤシ油

と落花生の輸出の増加は、少なくとも、農産物が海外市場をもったことを意味

する。この点は、セネガンビアの落花生生産と黄金海岸東部のクロボ農民や南

部ダホメとヨルバランドで展開された大規模な油ヤシプランテーションにみら

れる。西アフリカ経済史において、はじめて国際経済が、農作物の種類と技術

の選択に影響を及ほすにいたったのである 16)。

東アフリカ

東アフリカにおける海外貿易は、他の地域と比較してやや異なっていた。

1800年から1870年の時期には、東アフリカは、西ヨーロッパを中心とした国際

経済の構造変化には間接的にしか結びつかず、より旧い国際取引網と結びつい

ていた。すなわち、東アフリカは、海上および陸上ルートによって、北東アフ

リカや西南アジアなどに位置するエジプトとシリア、アラビア半島、北西イン

ドと結合されていたのである。したがって、東アフリカにインパクトを与えた

外的な需要と供給の条件は、東地中海諸国、紅海とペルシア湾近辺の動向と、
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この対外商業の仲介商人たるアラブ商人やインド商人に依存した。

とは言え、東アフリカは、西ヨーロッパ中心の国際経済の影響からまった＜

まぬがれていたわけではなかった。一方で、北東アフリカや西南アジアの国々

（エジプト、シリア、インド）は、一次産品の生産と工業製品の分配の一つの

中心として国際経済に統合され、それは、紅海、ペルシア湾、北インド洋の商

業に活力を生み出したであろう。他方、こうしたアフリカーアジアの地域間交

易 (Afro-Asianinterchange)においても商品取引量が増大し、次第に、ヨー

ロッパ廂人やアジア商人が、東アフリカ沿岸の諸港に立寄る機会が、増えてき

た。したがって、東アフリカでは、旧来のパターンの対外交易が、新しい西洋

に源を発する商業力と相互にからまりあっていたとみることができる叫

このような国際経済の動きの中で、東アフリカの流通システムには、どのよ

うな変化が生じたのであろうか。東アフリカの対外商業は、南のキルワ

(Kilwa)から北のラム (Lamu) にかけてのスワヒリ海岸で顕著な成長をみせ

た。東アフリカのアフリカの角、エチオピアおよび東スーダンに関する経済史

研究は、それほど多くはない。したがって、 19懺紀前半、スワヒリ海岸や島々

の対外貿易がどのような成長を示したかを評価するのは困難である。従来、東

アフリカの荊業史は、マスカットーオマーン (Muscat-Oman)のセイイド・サイ

ード (SeyyidSaid)の役割に焦点をあてて書かれてきた。しかし、国際経済

の展開を背景にした東アフリカ経済史において彼の役割をどのようにとらえる

かは、一つの重要なテーマである 18'0

ところで、東アフリカの海外貿易で取引された主な商品は、採取産物と奴隷

であった。そのうちの、ゴム、コーパル、タカラガイなどは、スワヒリの海岸

地帯や島々で採取されたが、象牙は、内陸産であった。また、アラビア向けの

奴隷貿易は、 1810年から1860年の間で年平均15,000人であった。

それでは、海岸地岸と内陸の間には、どのような取引網が存在したのであろ

うか。海岸地帯では、アラブ人とインド人の商人がアフリカ人商人と取引を行

っていたと考えられる。たとえば、図2-2に示すように、モンバサ (Mombasa)

のカンバ (Kamba）、バガモヨ (Bagamoyo) とタンガニーカ湖の間の商業）レ

ートを支配していたニャムウェジ (Nyamwezi)、キルワ (Kilwa) とマラウィ
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図2-2 19世紀の東アフリカ
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湖の間のヤオ (Yao) などがいた。国際経済の展開による安価な工業製品の流

入は、彼らの商業活動を広げたと考えられる。1850年代には、東方のニャムウ

エジの狩猟民や商人と西方のオビンブンド (Ovimbundu)はカタンガ地方を

活動の舞台とした。とくに、東アフリカでは、海岸の商人たちが、内陸部にア

ラブ・スワヒリ系の商業帝国をつくろうとして、象牙や奴隷を取引してきたア

フリカ人仲介商人の活動に介入した。
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スワヒリ海岸からインド洋向けの奴隷輸出は、アラブの持続的な需要にも刺

激されて長期間つづいた。そのために、スワヒリ海岸とその近隣地帯では、奴

隷貿易廃止の経済的危機とヨーロッパによる植民地支配の挑戦という政治的危

機は、時間的にきわめて近接して生じ、これがその後の東アフリカ経済史に大

きな影響を与えることになった。

他方、東アフリカのスワヒリ海岸の島々は、農業生産の中心地となっていっ

た。とくに、東アフリカにセイイド・サイードにつづいて渡来したオマニ(Omani)

は、自給的生産から商業的生産へ土地利用の仕方を移行させ、内陸部の奴隷労

働を利用してプランテーション経営を行った。その後、ザンジバル (Zanzibal)

やペンバ (Pemba)の島々で生産されているチョウジ (cloves)が、アジアや

ヨーロッパ向けの現金作物となるとともに、コプラやゴマが搾油作物として、

輸出向けに生産されはじめた。これらの農業生産は小規模ではあったにせよ、

東アフリカにおける海外需要向けプランテーション・システムの出現は、西ア

フリカの袖ヤシプランテーションとならんで、多少その担い手に違いはあった

としても、過去との断絶と未来への前兆となったと考えられる叫

南アフリカ

輸出向け生産において、他のどの地域よりも外国人による所有と経営がすす

んでいたのは、南部アフリカであった。この地域にみられたヨーロッパ人とア

フリカ人との相互関係のあり方は、西アフリカなどと根本的に異なっていた。

すなわち、西アフリカでは、ヨーロッパ人とアフリカ人の関係は、もっばら商

業的であって、生産と仲介商業はアフリカ人の手中にあった。これに対して、

南アフリカでは、西ヨーロッパを中心にした国際経済の進展による影響が社会、

経済、政治のシステムの中に深く浸透していた。そこでは、ヨーロッパ人移民

は流通と生産の両機能を担い、生産資源を求めてアフリカ人諸国との激しい競

争を経て、結局、国際取引の利得をすべて手中におさめるという歴史をたどっ

たのである20)。

これは、喜望峰でのオランダ人植民地の建設にはじまる。1806年にイギリス

がケープ植民地を獲得して後、 60年間に南部アフリカ全土にわたって移民経済
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が広がっていった。 19世紀初頭には、西ヨーロッパを中心にした国際経済の発

展とケープ植民地との関係は、未だ稀薄であった。イギリスによるケープ植民

地の領有は、戦略的には重要であったが、当初、直接的な商業利益は期待でき

なかったのである。

ところが、次第に衰亡していくオランダ重商主義帝国から動態的なイギリス

帝国ヘケープ植民地支配の担い手が移行するにつれて、イギリス海運活動の発

展を背景に、植民地物資に対する需要が増大していった2]）。そのような商業の

進展にもかかわらず、東ケープの牧畜業は、依然として粗放的で生産性も低か

った。イギリスによる領有以後、ケープ植民地では土地の集約的利用を推進す

る政策が行われる。これが、奴隷制廃止の動きとあいまって東ケープのボーア

人の間にイギリス支配に対する不満を高めた。かくして、 1836年と1846年の間

には、いわゆるグレート・トレック (GreatTrek)がはじまり、 10,000人のボ

ーア人が、ケープ植民地をはなれて北方のハイベルト (highveld)へ移住し

ていった。イギリスは、 1842年にナタールを占領し、ボーア人の建設した2つ

の国（南アフリカ共和国とオレンジ自由国）の海路を遮断してしまった。商業

と交通および戦略的事情が、その後、数十年にわたって南アフリカの政治を混

乱させたことは広く知られているところである22)0

ところが、ボーア人による農業・牧畜経済のハイベルトヘの侵入と独立国の

建設は、必ずしも南部アフリカと国際経済の結合の仕方に進展をもたらさなか

った。19世紀前半のイギリスの工業化、イギリスを中心とした国際経済の発展

および南アフリカ経済を結ぶ鍵は、やはりケープ植民地にあった。1840年代半、

ケープ植民地経済は、ヨーロッパ、アジアおよびオーストラレシアの海運路の

単なる寄港地 (provisioningway-station)から世界市場向け生産の1つの中心

地となっていった。

その原因は、イギリス毛織物工業の機械化にともなう羊毛需要の増大であっ

た。南アフリカでは、高収穫品種メリノ種の羊が導入され、輸出貿易拡大の基

礎がつくりあげられていった。かくして、ケープ植民地経済は、輸出向けの一

次産品であった羊毛の生産とそれに関連した経済システムが形成されていく。

その中には、小規模な製造業の発展、植民地政府の道路建設計画、地方銀行業

55 



ブニョロ

図2-3 19世紀の南部アフリカ
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第2章 19世紀前半のアフリカ経済

の台頭とイギリス系2大銀行の進出、イギリス系移民の入植、農村における小

市場都市の出現などがあった。

このような植民地経済をささえる農業、牧畜業、商業に必要な労働力は、現

地のアフリカ人や他の非ヨーロッパ人労働力の輸入によってまかなわれた。ヶ

ープ植民地社会は、人種的にも文化的にも多元化することになり、この文化の

多元性が経済機能に基づく社会階層と密接に関連して南アフリカ独特の社会構

造をつくり出していったのである。それとある程度の違いをともないながら、

ナタール植民地でも同じような構造的特質が生まれた。

ナタール植民地経済は、もともと、象牙輸出を中心としていたが、次第にイ

ギリス人移民による商業的農業生産へ転換していった。しかし、亜熱帯性気候

のナタールの海岸地帯では、労働集約的な砂糖プランテーションが行われる。

植民地政府は、ヨーロッパ人プランテーション経営者のために土地を確保する

土地配分政鍛とバンツ一人を居留地に封じこめる政策を強行した。比較的安価

な労働力供給源にアクセスできなかったナタールでは、ヨーロッパ人の農業経

営は労働不足問題に直面した。そこで、砂糖プランテーションには、インド人

年季契約労働を導入することで、その問題は一部解決されたのである23)0 

1800年から1870年における南部アフリカ経済史の主要なテーマは、イギリス

人とボーア人の経済的および政治的支配の発展である。北方の土地には、両者

の影響力がまだ及ばないままであった。南部アフリカの北東部に位置したポル

トガル領の諸港と移住地（モザンビーク海岸、ザンベジ川下流）は、 19世紀前

半には、まだ奴隷貿易と結びついていた。当時取引された奴隷は、ポルトガル

人が、近隣の弱小アフリカ人社会から略奪するか、あるいはマラウィ湖近辺の

人口の多い地域で活動しているヤオ (Yao) などの奴隷商人から購入すること

で輸出された。 1850年のブラジル奴隷市場の閉鎖後も、この地域では、奴隷は

砂糖プランテーションの営なまれているフランス領諸島の「契約労働」制（擬

装奴隷）や東アフリカ奴隷市場へ輸出されていた。したがって、これらの地域、

とくにモザンビーク近辺が植民地経済にまきこまれていくのは、 1870年以降の

ことである24)0 

最後に、南部アフリカのアフリカ人社会が国際経済との関係に統合されるの
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も、やはり 1800年から1870年の時期であったと考えられる。南部アフリカにお

いては、他の地域と異なり、移民農業の前線が暴力的に広げられ、アフリカ人

社会の犠牲のもとで主要な土地の専有が行われた。その間、アフリカ人農民に

よる都市向け商業的農業生産が、東ケープやナタールではじまった。その中に

は、輸出向けの小規模な羊毛生産と国内市場向けの穀物と肉の生産も含まれて

いた。この時期には、まだ、アフリカ人農民が独立生産者として市場に入る道

は開かれていた。それでも、 1800年と1870年の間に南部アフリカで展開された

アフリカ人とヨーロッパ人移民の間の土地分割は、アフリカ人とヨーロッパ人

との関係の根本的な変化と、それにともなうアフリカ人社会内部の自立性の喪

失を予想させるものであった25)。

本章においては、 19世紀前半における国際経済の変化と、それにともなうア

フリカと国際経済との関係の変化、さらにアフリカ内部の変化について、西ア

フリカ、東アフリカおよび南アフリカの三地域に分けて考察を加えてきた。こ

れを踏まえて、以下では、 19世紀アフリカ経済史研究の一視点を提示したい。

1870年、ケープとナタールの対外貿易額は580万ポンドであり、それに比べ

て、西アフリカの海上貿易額は620万ポンドであった。また、西ー中央および

東アフリカの対外貿易額は、それぞれ250万ポンドぐらいであろうと推計され

ている。1870年において、サハラ以南アフリカの総海上貿易額が1,700万ポン

ドであったとすれば、 1800年以降1870年にいたる時期において、アフリカの貿

易は世界貿易のわずかの部分しか占めていなかったことになる。このような計

算にはかなりの誤差がある点を考慮しても、この数字は、サハラ以南アフリカ

の対外貿易がイギリス産業革命につづく国際貿易の大幅な拡大と歩調をあわせ

られなかったことを意味している 2610

しかし、アフリカと西ヨーロッパを中心にした国際経済との関係という点か

らみれば、根本的な変化があったと言える。すなわち、この時期のアフリカで

は海外の生産中心地へ奴隷労働を輸出する関係から自らの労働力によって生産

された商品を輸出する関係へ緩慢な移行が行われたということである。この移

行が緩慢であったのは、西ヨーロッパの工業化が、初期にはアフリカの労働力
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輸出を強化する傾向があったためである。というのは、熱帯アメリカ、インド

洋諸島およびアラビアにおける奴隷需要の増大が、東アフリカや西ー中央アフ

リカの奴隷輸出を強め、この需要を充たすためにアフリカ内陸部の商業システ

ムを拡大したと予想されるからである。

それに加えて、ヨーロッパの工業化の進展にともなう一次産品への需要増大

と工業製品価格の下落は、サハラ以南アフリカのみならず、世界の一次品生産

国にとって、交易条件 (termsof trade)を有利にするものであった。さらに、

一次品生産地域の生産拡大による労働力需要の増加が、アフリカの奴隷貿易を

促進したと考えられる。したがって、主としてイギリスによって行使された奴

隷貿易禁止を目的とする政治的・軍事的行動は、こうした商業的圧力の前に常

に遅れをとってしまった。それにもかかわらず、 1800年においてアフリカの主

たる対外交易品であった奴隷は、 1870年になると東アフリカを除いて、消滅し

たのである'27Io

商品輸出との関連で、一つの重大な変化が生産過程に生じた。アフリカ大陸

の沿岸地帯、たとえば、セネガンビア、ゴールドコーストの一部、ラゴスの後

背地、ザンジバルやペンバの島々、ナタールやケープの植民地では、狩猟・採

集などの再生産不可能な原理に立つ生産システムが農業という再生産可能な原

理にもとづく生産システムに移行し、それが、 輸出市場向け生産の基礎とな

っていったのである。経営規模、作物の種類、労働システム、市場依存度は異

なるが、 「商業指向的農業の散在」は、 アフリカの農業が後に世界市場に統

合されていく前兆であった。その有無によって、それぞれの地域の経済変化の

パターンが規定されたと考えられる。しかし、海にきわめて近接している地域

と海岸からかなりの内陸部に位置する地域とでは交通の形態が農民や狩猟民の

活動の主たる障壁となった。 28)0 

ところで、アフリカ大陸においては、何枇紀にもわたって、徐々に交易活動

と交易路の拡大、市場の数と規模の増大、専門的商人や職人の増加がみられた。

とくに1800年以降、アフリカ大陸の生産と流通が大きく変化したと言われる。

西ヨーロッパの工業化にともなう新しい需要は、アフリカ人社会に新しい対応

を迫り、それに対する対応は、それぞれの地域で違いをみせながらも、次第に、
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アフリカ大陸の内陸部をますます広範囲で複雑な商業網に統合していくという

形をとったからである。

このような商業網の発展を背景にして、商品流通の担い手たる商人に税をか

け、市場と交易路を支配することのできたアフリカ人社会の支配者には大きな

発展の機会が与えられることになった。商人も、また、商業の平和を確保して

くれる国家に集中し、そこでは、市場が都市を形成する。さらに、外国人のみ

ならず未知のアフリカ人達の接触は思想と文化の交流をおこし、こうした社会

的対流現象を通じて、国家が政治的革新をとげていく基盤が形成されたのであ

る。その場合、アフリカ大陸の比較的内陸部に居住するアフリカ人諸民族は、

民族的排他性が保たれる形で国家形成を行ったのに対し、海岸部の諸民族は、

ヨーロッパ人あるいはアラブ人との接触ないし対抗を通して民族的排他性が侵

害をうけながら、国家形成に努力をせざるをえなかった29)。

このように考えてみると、 1800年から1870年にいたるアフリカ史における最

も顕著な現象は、ナショナリズムの属性をもつ国家の創造であった。1800年以

前、アフリカには、何世紀にもわたって、共通の言語と文化に基づく国家が発

展していた。たとえば、ルバ (Luba)、ルンダ (Lunda)、オヨ (Oyo）、ベニ

ン (Benin)、ボルヌ (Bornu)、ルワンダ (Rwanda)、ブガンダ (Buganda)、

ブニョロ (Bunyoro)、アサンテ (Asante）、ダホメ (Dahomey)などはそれ

にあたるが、 1800年以降、内外の問題に直面して、内部が動揺し、盛衰をくり

かえすことになる。

1800年ごろを境にして、アフリカ人国家には大きな変化がみられたと言われ

る。すなわち、 1800年以前、アフリカ人国家は、共通の言語とキンシップを基

礎に形成されており、少数民族が国家を支配しても、被支配者に自らの文化を

強要することなく間接的手段（貢納国）によって支配した。ところが、 1800年

以降、アフリカ大陸内部に新しいタイプの国家、すなわち、被支配者に同化を

強要する国家 (assimilativestate)があらわれる。そこでは、共通の言語をも

つ社会で1つの国家が形成される点、異なる言語と文化をもつ他の民族を吸収

し政治化するために政治的権威と軍事的技術が利用されるという点で、以前の

時代とは異なる30)0 
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1800年と1870年の間の時期は、アフリカの前植民地時代の最終局面であった。

ヨーロッパのインパクトは、アフリカの内陸商業とその商業路の発展に影響し

たが、それに対するアフリカの対応は、調整と混乱であった。ただ、少なくと

も、 1870年までは、これらの変化の範囲と特質は、アフリカ人の決定とイニシ

ャティブの下にあったと考えられる。
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第3章 19泄紀末から20泄紀中葉の
アフリカ経済史点描

本章では、世界経済の歴史的変化とアフリカ経済史の展開について考える。

対象とする時期や地域については、さまざまな立場から異なった取り上げ方が

できるであろう。ここでは、 19世紀後半から約 1恨紀の間に世界経済にアフリ

力が統合された結果、アフリカにおいてどのような経済構造が形成されたのか

という視点から考えてみる。というのは、最近1世紀の歴史の中で今日のアフ

リカが直面している多種多様な問題が現れてきたと考えられるからである。

第 1節 アフリカの分割

世界経済の発展という観点からみれば、工業化したヨーロッパの成長は、ア

フリカ内部の成長を圧倒するものであった。イギリスの産業上の覇権を軸に展

開していた19世紀の世界経済は、 ドイツ、アメリカ、フランス、ロシアおよび

日本などの先進工業国の競争場となり、それらの周辺に特化した地域をかかえ

る20世紀の世界経済に道を譲った。

それは、次のような傾向をともなっていた。第1に、 19世紀末には、産業革

命期の技術革新（綿・鉄・石炭）による生産性の上昇が一段落し、生産性利益

の更年期をむかえた。第2に、原料や食料などの国際商品の生産力の発展が供

給条件の著しい変化をおこし、一次産品価格が低下したためにヨーロッパで大

規模農業を営んでいた社会の所得を減少させる危険性が生じた。第 3に、工業
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化はイギリスを越えて拡散し、生産力の拡大は物価を下落させヨーロッパ内外

での激しい市場獲得競争が生じた。第4に、これをうけて生じたアフリカにお

ける一次産品価格の下落は、現地で活動していたヨーロッパ人麻人を利益減少

の不安にさらした¥)0 

以上のような状況の中で、一方では、ヨーロッパ諸国内部で、物価、利子率

および利潤が低下し、 1873年から1896年までの「大不況」が発生するとともに、

他方では、地域経済間の向品、労働、資本、技術および企業家活動の自由な移

動を容認してきた各国の政策は、保護関税や補助金による国内市場の保護政策

と将来の市場確保のための植民地獲得政策に変化していった。ドイツやイタリ

アは、イギリスの「優位」を自由貿易のイデオロギーとしてよりも「帝国の実

体」と考え、イギリス、フランス、ポルトガルは、台頭するドイツ、アメリカ

およびロシアの影に怯えた。ここに、経済的利害集団の意図（「アンオフィシ

ァル・マインド」）と政策担当者の意図（「オフィシアル・マインド」）に動か

されたヨーロッパの帝国主義と「アフリカの分割」が生まれる背景があった2)。

ところで、 19世紀末のアフリカにおいて領士分割と内陸開発の役割を担った

のは「特許会社」と「コンセッション会社」であった。この会社は、その支配

下にある地域の排他的開発権を付与されるかわりに、近代化の初期のコストを

負担したのである。

「特許会社」とは、本来は民間会社であるが、領土を直轄植民地とする前に

本国にかわって統治する責任を担う「特許状」を下付された会社をさす。たと

えば、カール・ペータースのドイツ東アフリカ会社、ウイリアム・マッキノン

の帝国イギリス東アフリカ会社、ジョージ・ゴールディの王立ニジェール会社、

セシル・ローズのイギリス南アフリカ会社などがあった。しかし、これらの

「特許会社」の存続期間は、イギリス南アフリカ会社を除いて、比較的短命で

あった。

「コンセッション会社」とは、すでに獲得された領土内でそれぞれ土地の使

用権を付与された地区で貿易独占や事実上の行政力と警察力を行使できる権限

を獲得した会社である。その代表格は、ベルギー国王レオポルドニ枇のコンゴ

自由国でみられた。レオポルドニ枇は、この国を国家の支配地と民間の「コン
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セッション会社」に運営をまかせる土地に分けた。「コンセッション会社」は、

アフリカ人を酷使してゴムや象牙を採取し、輸出業者に売り渡して利益をあげ

たが、これは、後に「赤いゴム」事件として国際的スキャンダルになった。コ

ンゴ自由国は、 1908年にはベルギー政府の直接統治となっている 3!0 

第2節 枇紀転換期におけるアフリカの植民地化

世紀転換期は、アフリカ経済史において一つの分水嶺である。それは、現在

のアフリカ諸国の経済構造の基礎が植民地支配のもとに築かれ、アフリカと非

アフリカ世界との貿易も増加したからである。

ヨーロッパの工業国は、 1890年代半ばには不況の底から回復し、経済成長の

時代に入った。その原因としては、 (1)金の発見によって憔界の貨幣供給が増加

したこと、 (2)技術革新（電気・化学・製鋼・自動車）の生産性利益がもたらさ

れたこと、 (3)温帯農業の発展によって労働と資本の移動が回復したこと、 (4)ヨ

ーロッパ諸国の歳出が社会福祉に向けられたこと、があげられる。このために

アフリカ産の原料と食料の需要が増加し、価格が上昇した。綿花、パーム、タ

バコ、ゴム、砂糖、コーヒーなどの熱帯農産物の価格は、すべて上昇した。こ

の時期のサハラ以南アフリカの輸出増加は、世界経済の回復を反映していたの

である。

しかし、この商品輸出の増加は、ヨーロッパ列強による植民地支配の進展が

もたらしたものでもあった。植民地支配は、アフリカの自立性を抑圧し、対外

依存性を高めようという政策である。それには、植民地統治システムにおける

政府権限の強化とアフリカ人の国家あるいは支配集団の権限の削減がともなっ

た。

本国は植民地が財政的に自立することを望んでいた。植民地政府が統治の成

果をあげるためには税収の増加が必要であった。これは、植民地政府に従属し

ているアフリカ人に対する小屋税と人頭税という直接負担あるいは輸入税とい

う間接の負担を強いることになった。また、政府にとっては、各植民地の特定

65 



第 1部 サハラ以南アフリカ経済史概観

の一次産品の輸出促進からもたらされる歳入の確保は、植民地経営に不可欠と

なる。

同時に、外部からの資本や人々の流入と生産および流通を促進する制度的枠

組もつくられていった。列強は、アフリカ人社会の諸制度を経済上の障墜と速

断し、それにかわる諸制度（関税と物品税、商法、通貨法と労働法、政治構造

および輸送システム）を導人するが、それらは各植民地内の取引と植民地一本

国間の貿易を促進したものの、植民地間の通商の障墜となった。

ところで、ヨーロッパの本国と植民地を結合するうえで、輸送手段の確保は

不可欠であった。

まず、海上輸送についてみてみよう。アフリカ各地の港とヨーロッパ各港と

の間の定期航路の開設は、商業用貨物の増加と密接に関係していた。しかし、

そうした海上輸送が海運会社に十分な利益をもたらさない場合には、本国政府

と植民地政府によって補助金を利用した海運奨励策がとられることもあった。

また、世紀転換期におけるアフリカの海運史は競争と合併が交錯する複雑な歴

史であった。 1886年の南アフリカ海運会議や1895年の西アフリカ海運会議では、

運賃その他の協定が結ばれた。「アフリカの分割」は、「海の分割」をともなっ

ていたのである。

次に、アフリカの植民地経済の流通において重要な役割を演じたのは、港湾

施設であった。ケニアのモンバサ港やモザンビークのベイラ港のように新しい

設備が整えられたところもあったし、ダカール港のように既存の停泊施設の改

良が試みられたところもあった。

さて、植民地内部の輸送システムで最も重視されたのは、鉄道である（図3-1)。

鉄道建設の背後にはさまざまな動機が隠されていた。第一に、本国の工業家は、

鉄鋼、機械および機関車の新市場として期待し、森業会議所のメンバーたちは

対外貿易の増加を見込み、海運業者は取り扱い貨物の増加を望んでいた。第二

に、本国の政治家は列強との競争において地政的支配の実効をあげることを鉄

道に期待し、植民地政府は軍隊の迅速な移動と内陸部への支配の拡大に不可欠

なものとして考えていた。

鉄道建設には、本国政府からの貸付金や本国の貨幣市場からの調達などさま
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ざまな資金が利用された。たとえば、セコンディからクマシまでの鉄道建設資

金は、ゴールドコーストの植民地政府とアシャンティ金鉱会社の協定で融資さ

図3-1 サハラ以南アフリカの鉄道と港湾
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（出所）林晃史編 「アフリカの歴史」（アフリカの21世紀第 1巻）勁草書房、 1991年、 95-96

ページ。
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れた。南ローデシアでは、ローデシア鉄道会社の社債が、イギリス南アフリカ

会社による利子保障の下で発行され、建設資金が調達されていた。

アフリカの鉄道のうちで、幹線と接続支線からなる完全なシステムに近いも

のは、わずかに南アフリカに見られただけであった。植民地において、鉄道は

近代的輸送システムの骨格を形成するはずであったが、実際には、南北ローデ

シアやカタンガの鉄道のように鉱物採掘地と港湾を結んだり、主要な輸出向け

農産物生産地と港を結んだだけであった。また、その路線も、河川の航行可能

な部分や湖との結合によって海岸部と結び付けられるものが多かった悶

植民地の鉄道建設は、アフリカにおける生産には直接的な「連関効果」をも

たらさなかった。資材はすべてヨーロッパで生産され、熟練労働者はすべてヨ

ーロ ッパ人であった。ただ、鉄道建設には大量の労働者が必要であり、これはア

フリカ人に雇用機会を準備した。結局、鉄道は、輸送の革新がひらいた市場機

会を利用できる地域や人々とその恩恵にあずからない地域や人々との著しい不

平等をもたらしただけであった。

第3節両大戦間期における

アフリカ植民地経済の展開

両大戦間期の前半には、サハラ以南アフリカでは世界市場向けの一次産品の

生産は持続的に拡大した。しかし、この時期の後半には、不況と戦争のために、

サハラ以南アフリカの貿易は、動揺し途絶えがちになった。（表3-1)

第一次世界大戦の結果、ヨーロッパ諸国はアメリカに対する債務国へと転落

する。この戦争は、アフリカに次のような影響をもたらした。(1)ドイツの植民

地がイギリス、フランス、ベルギーの軍事行動の標的となり、戦後あらためて

分割されることになった。(2)西アフリカのフランス植民地の人的および物的資

源は、ヨーロッパでの戦闘遂行のために動員された。(3)戦争中、ヨーロッパ本

国からの資本の流入がとだえ、植民地政府による各種の公共事業が停止された。

第一次世界大戦後、ヨーロッパ諸国は、アメリカに対する負債が増加しない
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表3-1 サハラ以南アフリカの外国貿易額・国別分布 (1919-1960年）

（単位： 100万ポンド）

1919年 1929年 1932年 1945年 1960年

西アフリカ a/ 63.45 83.34 47.60 118.10 1,089.25 

ナイジェリア 25.60 30.62 16.26 32.71 385.35 

ゴールドコースト 17.89 21.93 13.29 25.78 234.28 

シエラレオネ 4.08 2.87 2.07 7.69 56.07 

仏領西アフリカ b) 13.67 20.07 11.48 39.60 267.50 
カメルーンc) 2.93 1.75 64.64 

西・中央アフリカ 14.76 28.27 16.59 56.62 457.85 

アンゴラ 2.75 5.51 3.55 11.62 90.00 

ベルギー領コンゴ 10.24 19.35 9.00 37.19"' 284.64d) 

フランス領赤道アフリカe) 1.77 3.46 3.83 7.81 83.21 

南部アフリカ 168.81 201.28 117.83 347.79 1,725.44 

南アフリカ 143.71 168.07 97.45 269.50 1,284.35° 

南ローデシア 7.64 13.39 8.49 30.52 369.67") 

北ローデシア 0.88 4.37 4.13 18.89 

モザンビーク 793 7.62 4.59 12.18 

東アフリカ 27.35 42.32 22.33 80.88 509.69 

ケニア 8.36 15.22") 8.Q7hl 32. 5 1 h) 11000 

ウガンダ 68.92 

タンガニーカ 3.83 7.74 3.89 15.33 93.21 

ザンジバル 6.55 2.40 1.37 2.59 11.07 

スーダン 8.03 13.43 6.65 21.78 130.35 

サハラ以南全体 274.37 355.66 204.35 603.39 3,782.23 

注） a）西アフリカは、標記以外にガンビア、 トーゴ、ポートギニア、リベリアを含む。 b) 

仏領西アフリカには、 セネガル、マリ、ギニア、アイボリーコースト、ダホメ、ニジ

ェール、アッパーボルタを含む。 c) フランス委任統治領。 d) ルワンダ・ウルンデ

ィを含む。 e) ガボン、コンゴ、ウバンギ、チャドを含む。 f)南西アフリカを含む。

g)中央アフリカ連邦。 h) ウガンダを含む。

（出所）マンロー著、北川勝彦訳 『アフリカ経済史 1800-1960]ミネルヴァ書房、 1987年、

247ページ。
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ように、「帝国の自給自足」をはかろうとした。その結果、イギリスの植民地

では、タバコについては、アメリカ産よりも南ローデシア産やニャサランド産

に特恵が与えられたり、綿花についてはウガンダやスーダンにおける栽培が促

進された。

ところで、 1929年のニューヨーク証券市場の崩壊を契機にして、深刻な不況

が枇界に広がった。内外の｛言用は払底し、銀行の倒産、通貨価値の下落、投資

の減少、大量失業の発生、世界貿易の縮小などの悪循環が生じた。

ヨーロッパ諸国は、国内経済の立て直しのために国内投資を重視した。多角

的貿易が消滅し、植民地帝国を中心に関税やその他の保護手段を利用した経済

ブロックが形成されるとともに、植民地政府は、植民地内部の生産者の組織化

と市場の分割をはかる。たとえば、 1932年には、イギリス帝国全体にわたって、

オタワ協定のもとで「帝国特恵制度」が採用されている。植民地が本国の商品

に対して与える特恵は、植民地が本国市場や帝国内のほかの植民地市場へ参入

できる特権を手に人れる代償であったが、これは、植民地間あるいは植民地内

部の地域間で経済格差を生んだ。サハラ以南アフリカの各植民地政府は、世界

貿易が回復しないために歳入の減少と公的債務の処理困難に陥り、立ち直る機

会を失う。本国政府は、「植民地開発基金」を設置したりするが、その配分は

本国の産業の利益に関係の深い事業に集中する傾向があり、基金の総額も限ら

れていたために効果がなかった。

このような両大戦間期の世界経済を背景にして、アフリカには二つの植民地

経済システムが現れる。 (1)小農型輸出経済と(2)鉱業＝プランテーション型輸出

経済である。前者は、自らの土地を占有する小規模農業生産者（小農）が生産

を支えるシステムであり、西アフリカが中心である。後者は、ヨーロッパ人移

民がアフリカ人の士地や労働を求めて直接競合し、移民による搾取のシステム

のもとにおかれたアフリカ人によって生産が支えられるシステムである。それ

は、現在の南アフリカ共和国をはじめ東・中央・南部アフリカでみられた。

いずれの植民地経済においても生産を支えてきたのは、アフリカ人農民であ

った。この農民の行動こそが、アフリカ史、いなアフリカ経済史を動かしてき

たといっても言いすぎではない。ところが、アフリカ経済史においてこのアフ
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リカ人農民を「小農」（ペザント）と称する点、あるいはその実体や行動およ

び意識をどのように解釈するかについては議論が多い。

ただ、アフリカ人の管理下にある土地で輸出向け作物を生産している植民地

農業の主体が小農であるという点では一致している。その特徴をあげれば、以

下の通りである。(1)生産単位は小さく、そこで作業している農民に所有されて

いる。(2)部分的に現金経済に巻き込まれている。(3)作物は遠隔地市場向けで道

具や賃労働が利用されている。(4)自給用食料の生産は前植民地時代の耕作方法

で家族や血族の労働で組織されている。(5)輸出向けの商品作物生産は初期には

成長したが、その後、生産性は伸びていない。アフリカにおける小農を中心と

した農業生産が伸びない原因は、 (1)市場の不完全性（誤った政府の介入）、ま

たは(2)伝統的生産様式による成長の阻害（植民地資本主義による伝統的生産様

式の温存）と考えられており、論争が続いている喜

小農型輸出経済

植民地政府は、アフリカ人農民に輸出用現金作物栽培を奨励するためにさま

ざまな強制を用いた。たとえば、期待される農業を既存のアフリカ人権威者を

利用してその配下の農民に広げる手立てが利用されている。ある場合には、輸

出用現金作物栽培のために奴隷が利用されたり、強制的な労働力調達も行われ

ている。植民地政府は行政的圧力と課税によってアフリカ人に現金作物栽培を

「奨励」した。こうした強制の下でも、自生的で小規模な小農生産は続けられ、

小農は、プランテーションよりも効率的に輸出用作物を生産できたのである。

商品作物生産に割り当てられる労働力は食料生産活動から直接もたらされた

わけではない。食料生産は女性の仕事、現金作物栽培は非農場活動にかわる男

性の仕事、女性は自らの農場の仕事と家事を妨げないスケジュールで現金作物

の販売に従事、という分業があったからである。パームと落花生は、アフリカ

人が以前から消費していた農産物で、輸出向けにしても影響はなく、食料生産

にも影響しなかった。カカオとコーヒーの導入は、最初、アフリカ人農民の間

ではなじみのないものであり、若木を育成して利益をあげるようになるまでに

時間がかかる。その努力が報われるかどうか自信がもてなかったために躊躇さ
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れたが、導入がはじまると急速に広まっていった。すでにパームや落花生が生

産されていた西アフリカの海岸部では、それらは世紀転換期には混乱なく普及

した。イギリス領熱帯アフリカ（ゴールドコースト、ナイジェリア、タンガニ

ーカ、ウガンダ）ではカカオ、コーヒー、落花生、綿花が1920年代初期までに

は定着した。フランス領植民地（カメルーン、チャド、コートジボワール、ウ

バンギ・シャリ）では1930年代後半に独立小土地保有農民の森業的農業が定着

している。

ところが、こうした小農経済は、輸送手段の改善、人口増加、市場へのアク

セス、アフリカ産商品の海外需要の増大にともなって成長したが、個々の農場

のシステムはほとんど変わらなかった。一方では、アフリカ人農民の生産シス

テムが一定の効率性を発揮したと考えられるし、他方では、植民地政府による

新基軸の導入がアフリカ人農民の目には抑圧と映ったと考えられるからであ

る。アフリカ人小農の生産が変化しなかった原因は、 (1)植民地政府の政鍛とア

フリカ人農民の生産要素へのアクセスと(2)農民による生産要素の配分の仕方の

両面から考える必要がある。

さて、この小農型植民地経済では、ヨーロッパ系商社が海外貿易を支配し、

アフリカ人商人は排除された。西アフリカでは、沿岸部のヨーロッパ系商社は、

当初、アフリカ人商人との競争に困難を感じたが、鉄道建設と武力介入によっ

てアフリカ人商人が排除されると内陸部へ進出した。三つの巨大商社 フラ

ンス西アフリカ会社 (CFAO)、西アフリカ商業会社 (SCOA)、連合アフリカ

会社 (UAC) が現れた。内陸部に商業網を形成し、国際商品の価格変動

に耐えられるのは巨大商社であり、政府も大企業を信用と金融面で優遇したか

らである。

それでは、アフリカ人小農とヨーロッパ系商社をつなぐ役割を果したのは誰

であったのか。すなわち、都市での小売業や農村での輸出人品の販売に中間的

役割を演じたのは、アフリカ人、レバノンと南アジアの移民、それにイスラーム

系アフリカ人であった。とくに、西アフリカではレバノン人、東アフリカでは

南アジア人の活動が顕著である。彼らは移民してくる過程で、先住の人々と連

携しつつ困難な行商で事業を広げていった。植民地時代には、また、イスラーム
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系商業網の拡大がみられた。古くからコーラとかアフリカ産の布、家畜、塩な

どの内陸部で生産され消費される商品を取り扱うイスラーム系商人がいた。西

アフリカや西ー中央アフリカでは、ジュラやハウサの商人の台頭は都市の成長

にうながされ、それはまたイスラーム系（またはキリスト系）ヨルバ人の商業

集団の新たな台頭とも関連していたのである6)0 

鉱業＝プランテーション型輸出経済

これに対して、南部、中央、東アフリカでは、ヨーロッパ人移民は士地と資

源と労働を直接支配しようとした。したがって、 20泄紀の経済発展のパターン

は、西アフリカと著しく異なった。アフリカ人農民は、新たな技術と労働組織

を身につけて競争するか、またはヨーロッパ人の農場、鉱山、工場で示される

雇用条件に従属するかどちらかであった。

19世紀後半、南部アフリカは、ケープ植民地のダイヤモンド、 トランスバー

ルの金、南ローデシアの金、北ローデシアとカタンガの銅など、鉱物資源の供

給地に変身した。鉱山の開発には、一群の国際企業がかかわった。 1870年代以

降、キンバリーのダイヤモンド鉱業は、大規模な資本主義経営となる。これを

支配したのは、セシル・ローズのデビアス鉱山会社であった。また、 1880年代

後半、 トランスバールのウイットウォーターズランド（通称ランド）で金鉱が

発見され、ダイヤモンド鉱業の資本が導入された。 1920年代、アーネスト・オ

ッペンハイマーのアングロ・アメリカン社が独占を樹立し、同社は、後にデビ

アス社を引き継いでダイヤモンド鉱業も支配した。

北方のローデシアでは、セシル・ローズはイギリス南アフリカ会社を設立し、

開発に乗り出す。 1890年代には、後のベルギー領コンゴのカタンガ銅山がすでに

知られるようになり、 1912年にユニオン・ミニエール・デュ・オー・カタンガ社

が生産を開始した。また、北ローデシアの銅は、アングロ・アメリカン社とア

メリカン・ローデシア・セレクション・トラスト社によって開発された。

ところで、多額の投資を要するにもかかわらず収益の少ない鉱業では、利益

をあげるために安価な労働力が必要であった。鉱山労働としては、とくにアフ

リカ人の安価な不熟練労働が大量に利用された。南アフリカのランド金鉱では、
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ァングロ・ボーア戦争の時に中国人が導入されたこともあったが、多くのアフ

リカ人労働者はモザンビークからつれてこられた。彼らは、政府あるいは鉱山

会議所の労働者調達機関を通じて集められ、過酷な労働条件のもとで作業に従

事した。

両大戦間期の東・南部アフリカの植民地経済には、非常に不均等な状況が現

れた。南アフリカの工業化は進展し、南ローデシアとケニアでは第二次産業が

出現する。北ローデシア、タンガニーカ、ウガンダでは一次産品の単一栽培が

行われた。こうした地域に労働力を輸出したのが、ベチュアナランド（現ボッ

ワナ）、バストランド（現レソト）、モザンビーク、ニャサランド（現マラウィ）、

ルワンダ・ウルンデイ （現ルワンダ、ブルンジ）であった。

このような地域間の相違が生まれ、西アフリカとの顕著な違いを生み出した

のは、土地を求めるヨーロッパ人移民とアフリカ人の競争であった。この競争

のなかで、アフリカ人農民はプロレタリアートになるものと企業家的資質を発

揮して土地所有者に台頭していく農民に分解した。一方、ヨーロッパ人農民は、

商業階級や鉱業階級とならんで、本国および植民地の政府を動かし、工業化の

プロセスに影響を及ぽしていったのである。

南部アフリカにおける国家の形成史は、ヨーロッパ人による土地の略奪と分

配の歴史でもあった。植民地政府は、生産要素の分配を操作する上でヨーロッ

パ人農民に利用されたのである。土地については、ヨーロッパ人には有利に分

配され、アフリカ人には「リザーブ」（原住民指定地）として劣等地があてら

れた。農業あるいは鉱業に必要とされる労働は、一方で、アフリカ人が自給的

農業を営めないようにしながら、他方で、現金収入を必要とする税金を課すこ

とで力ずくで獲得されたのである。南アフリカでは、アフリカ人農民は1913年

の原住民土地法などで没落させられた。南ローデシアでも同様の士地配分法

(1930年）のためにアフリカ人農民は締め出された。ケニアや北ローデシアで

も同様に、アフリカ人農民に不利な土地配分が行われている。

南部アフリカ植民地の「リザーブ」では、農民は結局現金収入を稼ぐために

出稼ぎ労働に依存する。そうなると成人男性の労働が奪われる。低賃金からの

蓄えは、富と婚資のための牛の購入に利用される。土地が不足しているにもか
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かわらず、家畜が増えると、家畜が痩せて、肉も酪農品も商品的価値が下がる。

「リザーブ」内の土地の分配は、既存の社会構造を維持しようとする伝統的首

長に支配され、彼らは植民地政府と結託して権威を誇示し、見返りとして賃金

労働を供出させる。これでは、「リザーブ」の農業は悪循環に陥る一方であっ

た。

アフリカ人農民の中には、非農場雇用での蓄積機会を利用して資本家的農業

階級に上昇したものもいた。南ローデシアでは、「リザーブ」の中で「進歩的」

農業が奨励されたが、そのねらいは、新農法の伝授と「原住民購入地」でのア

フリカ人土地保有農民の再生であった。ケニアでは、アフリカ人は、農業と非

農業の機会をとらえて上昇した。ヨーロッパ人の労働需要は中央（キクユ）と

西（ニャンザ）に影響した。野心をもち、能力と教育のあるアフリカ人はヨー

ロッパ人の民間企業で働き、地方政府で有力な地位を得た。この中から、大規

模な耕地と道具を入手するもの、小土地で食料を生産し低賃金労働者を雇うも

のが現れたりしたのである。

ケニアでは、イギリスの植民地支配の下で工業化は進まなかった。輸出品加

工業への投資がわずかに見られただけである。 1920年代には、移民は輸入代替

工業の促進を求め、政府を動かして関税を設けさせた。世界恐慌以降のケニア

における軽工業の資本は、本国の製造業者からもたらされた。南ローデシアで

は、責任政府樹立後、アフリカ人の工業製品市場をめざした製造業が次第に発

展した。ただ、南ローデシア政府が積極的に工業化をはかったのは、 1930年代

である。

南アフリカでは、絶望的な人種隔離政簾のもとで工業化が進む。連邦形成後、

ボタやスマッツの政府は保護主義を避けたが、 1924年にアフリカーナ連立政権

が成立してから、保護主義的工業化政策がとられ、準国営の鉄鋼公社の設立で

国家資本主義に向かう。国家主義と人種差別は南アフリカの工業化に決定的な

役割を演じた。アフリカーナ政府は、国内工業化を支持し、白人の労働者と農

民に特権的地位を与え、新しい事業として輸入代替化ばかりでなく耐久消費財

市場を準備した。 1900年と1965年の間にアフリカ人労働者の実質賃金はまった

く上昇していない。この間、アフリカ人職人たちの製品は、輸入品の流入のた
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めに市場から排除された。職人たちは輸入された中間品の加工にまわったり、

あるいは都市や農村のインフォーマル・セクターに入り、ヨーロッパの輸入品

（自動車・トラック、自転車、農具）のメンテナンスや輸入品のスクラップか

ら商品を製造する仕事に居場所を見つけたのである7)0 

第4節 戦後アフリカの植民地「開発」

第二次枇界大戦は、アフリカ産の植物袖、金属および工業用ダイヤモンドな

ど軍事戦略上の重要な物資に対する需要の増大をもたらした。また、アフリカ

で産出される商品が、連合国に流入して枢軸国には流出しないようにするため

に、イギリス政府は植民地庇品の独占的買付国となり、植民地においても輸出

独占権をもつ組織が現れた。 1942年の西アフリカ生産物統制局は、農民が栽培

したすべての農産物を扱った。この生産物統制局は、価格の安定化と不況期の

価格支持策用の基金の蓄積を日的としていたが、本国の通貨準備をささえる強

制課税としての色合いが濃いものであった。貿易の中断とアフリカヘの輸入減

少のために価格が上昇し、輸人代替工業が発達したところもあった。小規模な

食品加工業、石鹸、織物、家具、家庭用品、日用雑貨品の製造が都市部でおこ

っている。

戦後、アメリカが経済面で絶対優位を確立し、枇界経済の中心になった。戦

争中に発展した技術と生産力を背景にして、 1948年ごろには、世界の工業生産

の2分の 1、輸出の 3分の 1、金保有の70%、海外投資の 4分の 3を独占した。

戦後の世界経済は、国際通貨基金 (IMF) と関税と貿易に関する一般協定

(GATT) に支えられて運営されていくことになった。前者は、金＝ドル本位

通貨制度であり、後者は無差別・無制限の自由貿易を意味した。アメリカは戦

債．賠償の抑制と敗戦国の民主化・復興援助を実施していったが、冷戦体制へ

の突入とともに同盟国の復興を積極的に援助していく。こうした戦後のアメリ

力による枇界経済の支配は、ヨーロッパ諸国にとっては「悪夢」であった。そ

こで、ヨーロッパの統合と植民地の開発によって西ヨーロッパをアメリカとソ
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連に匹敵するものにしようとした。これは、ヨーロッパとアフリカの統合を強

化する原因となる 810

西側諸国の再軍備や実質所得と消費需要の増加のために、アフリカ産の商品

に対する需要は増大し、価格も上昇した。これは、 1950年代末までアフリカの

一次産品の交易条件を有利にした。この時期には、産出量の増加は商品ごとに、

また地域ごとに異なってはいたが、増加していた。西アフリカでは落花生、西、

西ー中央、東アフリカではコーヒー、綿花の生産が顕著であった。全体として

みれば、鉱物生産の増加のほうが輸出農産物よりも大きかった。（表3-2)

それでは、アフリカからの輸出ブームの背景には、どのような動きがあった

のだろうか。ヨーロッパ諸国のアフリカ植民地開発は、 ドル地域からの輸人の

節約および原料・食料の供給源と製品市場の獲得を目的としていた。そこで植

表3-2 主要商品の地域別生産最 (1947年・ 1957年）

（単位：他に表示がなければトン）

西アフリカ 西ヰ央アフリカ 東アフリカ 南アフリカ

1947年 1957年 1947年 1957年 1947年 1957年 1947年 1957年

落 花 生 1,410 2.844 574 177 192 182 76 138 

パーム核 666* 631 148* 238 

力 力 オ 356 442 8 

コーヒー 55 133 81 149 60 160 

綿 花 13 56 67 91 83 155 24 39 

砂 糖 59 84 75 131 545 1,035 

夕 ／ゞ コ 72 118 

茶 0.1 2 8 17 8 16 

サイザル麻 21* 46 165' 406 18 31 

銅 150 244 230 497 

鉄 鋼 石 70 2,180 1.118 1,390 

マンガン 311 305 5 194 121 310 

ボーキサイト
131 540 

（原 鉱 石）

ダイヤモンド
1,520 4,094 6,380 16,620 92 391 1.421 3,576 

(1000カラット）

ク ローム 7 246 610 

ス ズ 9.383 9,766 12,610 14,510 250 55 786 2,133 

注） ＊印は1950年。

（出所）マンロー［アフリカ経済史 1800-1960」204ページ。
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民地政府は、本国の援助、世界銀行からの融資および現地の歳入にもとづいて

さまざまな開発計画をたてる。イギリスでは、植民地開発福祉法 (1945年）が

制定され、フランスでは社会経済開発投資基金 (1946年）が設立された。また、

1945年から50年代初期には、イギリスの植民地全体にわたってマーケティン

グ・ボードが設置されている。これによって特定商品の輸出と国内取引が独占

され、それにともなう補助的サービスが行われることで、価格の安定化が計ら

れた。農民所得の一部を源泉徴収することでマーケティング・ボードに蓄積さ

れた資金は、準備金としてロンドンの銀行に預託され、ポンド平価の維持に役

立ったのである。

植民地開発計画の資金は、社会資本、社会サービスおよび農業その他の生産

に支出された。社会サービスの資金は、教育、衛生および都市住宅に使用され、

港湾の改良、鉄道と道路の建設、水力発電開発など社会資本の増強にあてられ

た。

この時期には、アフリカ人農民の商業的農業としてコーヒー（エチオピア、

アンゴラ、コートジボワール、ケニア、ウガンダ）、落花生（フランス領西ア

フリカや北ナイジェリア）、茶とサイザル麻（ケニアとタンガニーカ）、タバコ

（南ローデシア）など、輸出向け農産物の栽培が発展した。サハラ以南アフリ

カの各地域において成長を遂げてきた少数のアフリカ人農民は、農村のエリー

トとか小ブルジョアとか呼ばれたが、こうした農民の台頭は、アフリカ人社会

の階層分化過程の一部をなしていだJI0 

アフリカ人農業の商業化には、植民地政府による「伝統的」社会制度の変革

がともなった。ベルギー領コンゴでは、 1958年に、農業近代化のためにアフリ

カ人約20万所帯が強制移住させられている。また、南ローデシアとケニアでは、

アフリカ人農村社会を法の力で分解するとともに、アフリカ人「リザーブ」に

おける農業の条件を変更しようとした。すなわち、 1951年の南ローデシアの土

地耕作法と1954年のケニアにおけるスウィナートン計画は、アフリカ人農民の

政治的危険性を緩和し、中小規模の商業的農業を営むアフリカ人農民を創り出

すことをねらいとしていたのである。

一方、南アフリカでは、羊毛、砂糖、果物などの内外の需要に応じることが
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できるヨーロッパ人農業と、生活の最低限度さえも充たすことができず、大多

数の人々を出稼ぎ労働者として排出せざるをえないアフリカ人農業は、著しい

対照をみせていた。 1955年、アフリカ人「ホームランド」を調究したトムリン

ソン委員会は、アフリカ人の農業単位を再編成し、土地を失った人々を雇用す

るために公共施設や製造工業を「ホームランド」に建設することを勧告した。

しかし、南アフリカ政府は、「アパルトヘイト」、すなわち「人種の分離発展」

という立場から白人地域に「隣接地工業」を建設しただけであった。

それでは、鉱業や製造業については、この時期にどのような変化がみられた

であろうか。鉱業では、リベリア鉱業会社（ボーミ・ヒルの鉄鉱石）、フライ

ア会社（ギニアのボーキサイト）、シェル・ブリティッシュ石油会社（ニジェ

ール川デルタの石袖）が登場する。南ローデシアでは、金にかわってアスベス

ト、クローム、ニッケルなどの鉱物の輸出と国内向けの石炭と鉄鉱石の開発が

進んだ。南アフリカでは、オレンジ自由朴1で金鉱の開発がアングロ・アメリカ

ン社によって行われ、金の選鉱くずからウラニウムの抽出も行われるようにな

った。それ以外では、アンチモン、プラチナ、マンガンなどの産出が増加して

いる。

製造工業は、南アフリカと南ローデシア以外ではあまり発展していない。見

るべきものとしては、セネガルやナイジェリアの落花生粉砕業、ベルギー領コ

ンゴと北ローデシアの銅の電気精錬、カメルーンのアルミ精錬くらいであった。

それ以外では、織物、履き物、石鹸、タバコ、家具、家庭用台所用品、セメン

トなどの中間財のような輸入代替品の生産が行われた。その中心としては、ダ

カール、アビジャン、ナイロビ、モンバサなどの都市をあげることができる。

ただし、南ローデシアでは鉄鋼業が、南アフリカでは、鉄鋼公社による鉄鋼生

産と産業開発公社による石湘化学製品、繊維、リン酸肥料などのセクターがエ

業化の推進役となっだ）゚。
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付論 l 大西洋奴隷貿易と
アフリカにおける奴隷制

自らの将来を形成する事業にとりくんでいるアフリカ諸国は、今こそ、自ら

の過去の意味について明確な思想を持ち、それを克服していく必要がある 110 

ところが、「アフリカの過去」を問う時、「植民地化とその影響」あるいは「植

民地支配からの離脱」という問題視角は、 「アフリカ史における連続性」を見

失わせてはいないであろうか。そのような視点からは、たとえば、 二つの移行

過程（前植民地時代から植民地時代へ、植民地時代から脱植民地時代へ）にお

いて、前植民地時代の制度ないし構造が、いったいどのようなかかわりをもち、

また、どのような役割と位置を与えられてきたのか、という問題にはたして答

えられるのであろうか2'。

以上のような点を意識させられる問題の一つとして、「アフリカにおける奴

隷制とその遺制」をあげることができる。第1に、奴隷制は、世界史全体にみ

られた現象であり、アフリカは奴隷の供給源として、また広く奴隷制の展開さ

れた地域として、世界史に関わってきた。第2に、かつて奴隷制は大西洋両岸

に広く展開され、アフリカ人は南北アメリカとアフリカの両大陸で奴隷制を経

験した。 第 3 に、奴隷制の消滅は、世界史上ごく最近のことに属する 〗

ところが、アフリカ史における、奴隷制とその遺制は、ヨーロッパ列国によ

る植民地経営やアフリカの政治的独立という「近代化」の過程で、あたかも自

然消滅したかのごとく、触れられることは少ない。しかし、これは、アフリカ

経済史では重要な研究課題である。この付論では、アフリカの奴隷制の歴史を

すべてあとづけようなどと考えているのではない。さしあたりアフリカの奴隷
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制に特有の展開がみられ、数多くの研究の集中している17世紀と18世紀の「大

西洋奴隷貿易」の時代をとりあげ、アフリカにおける奴隷制の史的展開を研究

する意義を考えてみたいのである。

大西洋奴隷貿易の時代に関しても、多様なアプローチの仕方をあげることが

できる。一つの有力なアプローチの仕方は、惟界資本主義の形成過程という立

場からの研究である 4)。この時期には、形成期にあった世界資本主義の中心部

における工業発展に不可欠な一次産品の獲得という課題を解決する過程で、一

次産品生産に必要な周辺部労働力に対する需要が生まれた。そのために、アフ

リカは、枇界資本主義に直接組みこまれた一次産品輸出部門の吸収する周辺部

労働力ないし周辺部労働市場の労働力供給源として位置づけられたのである。

しかも、それは、奴隷貿易（完全移住）という形態においてであった叫

それでは、惟界資本主義の周辺部労働市場の背後、すなわち周辺部労働力供

給源で、いったい何が生じたのであろうか。本付論で考察を加えたい最も重要

な問題は、世界資本主義にとってアフリカ世界は何であったのか、とうことで

はなく、逆に、アフリカにとって世界資本主義のインパクトはいかなる意味を

持ったのか、という点である。以下では、まず、奴隷貿易の実態について概観

し、次いで、奴隷供給のメカニズムについて考察した後、アフリカの奴隷制の

変化について検討することで、世界資本主義に対するアフリカのリスポンスの

近代史上における歴史的意味について考えることにする 6)。

第 1節大西洋奴隷貿易 1600ー 1800年

大西洋奴隷貿易については、奴隷貿易のアフリカ社会へのインパクト、大西

洋経済システムの成立、および南北アメリカ移民社会（奴隷制社会）の形成な

ど、種々の立場から数多くの著作が公けにされてきた 71。この節では、 1800年

までの奴隷貿易の実態について概観するとともに、後の議論との関係で、いく

つかの問題点を指摘しておきたい。

まず、 17世紀と18世紀におけるアフリカからの奴隷輸出の最的変化について
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みておこう。表付」から知られるように、 17世紀には、 286万8,000人、 18世紀

には、 743万3,000人の奴隷が輸出されている。輸出された地域は、イスラーム圏

に属する紅海地方、サハラ以北のアフリカ、東アフリカ、それに大西洋岸の諸

地域であった。そのうち、大西洋岸への奴隷輸出は、 16世紀には、 32万5,000

人 (27.7%)、17世紀には、 186万8,000人 (65.1%）、 18世紀には、 613万3,000人

(82.5%）というように量的にも、全体に占める比率でも、大幅に増大してい

る8)0 

次に、これらの奴隷は、どのような地域に輸入されたのであろうか。表付-2

からわかるように、南北アメリカ大陸の奴隷制プランテーションの発展、言い

かえれば、世界資本主義の周辺部労働市場の発展を背景として、奴隷は、ブラ

ジルをはじめ、ジャマイカなどの英領カリブ海諸島やサン・ドマングなどの仏

領カリブ海諸島に輸出された。表付-1および表付-3を参考にすれば、大西洋を

渡った年当りの奴隷数は、 17世紀の第 3四半期には1万8,000人、第 4四半期に

は、 3万人、 18冊紀全体では、 6万1,000人に達していることがわかる 9)0 

ところで、これらの奴隷は、アフリカ大陸のどのような地域から輸出された

のであろうか。アフリカから大西洋地域へ輸出された奴隷の出身地は、表付-2

に見られるように、西ー中央アフリカと西アフリカ海岸地帯に大別できる。最

も重要な供給地は、図付」から、カビンダやロアンゴからアンゴラにいたる

西ー中央アフリカである。大西洋奴隷貿易において、この地域の奴隷は、 1600

表付ー1 アフリカからの奴隷輸出、 1500-1800年

輸出地域 1500-1600 % ， I 1500-1700 ％ 1700-1800 ％ ノロ 計 ％ 

紅 海 以10.000 170 | 2()().OOO 7.0 200,000 27 600,000 5.2 

サハラ砂漠 550,000 46 8 700,000 24.4 700,000 94 1,950,000 17.0 

東アフリカ 100,000 8.5 100,000 3 5 400,000 54 600,000 5.2 

大西洋岸 325,000 27.7 1,868,000 65 1 6,133,000 82 5 8,326,000 72.6 

ノ［‘ 計 u 15.ooo 100.0 I 2.s6s.ooo 100.0 7,433,000 100.0 11,476,000 100.0 
（出所） P.E.Lovejoy. Transformations in Slavery, 1983, p.45. 
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表付-2 地域別の奴隷輸入、 1601-1810年（単位1,000人）

地域および国 1601-1700 1701-1810 合 計

英領北アメリカ 3480 348.0 

スペイン領アメリカ 292.5 578.6 871.1 

英領カリブ海 263.7 1,401.3 1,665.0 

ジャマイカ 85.1 662.4 747.5 

バルバドス 1345 252.5 3870 

リワード諸島 44.1 3019 346.0 

セント・ヴィンセント
セント・ルシア 70.1 70.1 
トバコ、 ドミニカ

トリニダード 22.4 224 

グレナダ 67.0 67.0 

その他 25.0 25.0 

仏領カリプ海 155.8 1,348.4 1,504.2 

サン・ドマング 74.6 789.7 864.3 

マルティニーク 66.5 258.3 324.8 

グアドループ 12.7 237.1 249.8 

ルイジアナ 28.3 28.3 

仏領ギアナ 2,0 35.0 37.0 

オランダ領カリブ海 40.0 460.0 500.0 

デンマーク領カリブ海 4.0 24.0 28.0 

ブラジル 560.0 1,891.4 2,501.4 

旧世界 251 251 

計 1,341.1 6,051.7 7,667.7 

（出所） PhilipD.Curtin, The Atlantic Slave Trade: A Census, Madison, 1966, p.268. 

年と1800年の間に、 250万人が輸出され、全奴隷輸出の 4分の 1を占めた。し

かも、西ー中央アフリカは、 18世紀の最盛期には、最大の奴隷輸出地域となり、

205万7,700人の奴隷が輸出され、全体の40％を占めたのである。

次に重要なのは、西アフリカ海岸地帯である。この地域には、図付＾2に示さ

れているように、セネガンビア、シェラレオネ、ゴールドコースト、ベニン湾、

ビアフラ湾が含まれている。このうち、最も重要なのは、表付4に示したよう

に、ベニン湾（奴隷海岸）である。ベニン湾からの奴隷輸出は、 17惟紀後半か

ら増加し、 18世紀全体では127万8,600人となり、大西洋奴隷貿易全体の23％を

占めた。ベニン湾の奴隷貿易の発展は、西方のゴールドコーストヘも影響し、

1700年代の初頭より 1800年にいたるまで多くの奴隷が輸出された。その数は、
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18世紀全般で、 67万7.400人に達している。また、東のビアフラ湾でも、ニジ

ェール川デルタの諸都市が奴隷輸出の増大を経験した。とりわけ、 1740年代か

表付ー3 大西洋奴隷貿易、 1601-1700年

輸 出
輸入

損輸の送推失定率中（南北アメリカ） 15%R 20％⑧ 25%c (R年の平場均合）

1601-25 261,800 308,000 327,300 349,100 13,100 

1626-50 242,600 285.400 303,300 323,500 12,100 

1651-75 371,200 436,700 464,000 494,900 18,600 

1676-1700 618,900 728.100 773,600 825,200 30,900 

合 計 1,494,500 1.758,200 1,868,200 1,992,700 

（出所）P.E.Lovejoy, Transformations in Slavery, p.47. P.D. Curtin, The Atlantic Slave 

Trade: A Census, 1969, p.119. E.Vila Vilar, Hispano america y el comercio de 

esclavos: los Asientos Portugueses, seviiie, 1977, pp.206-9. R.Fogel & S.L. Engermen, 

Time on the Cross: Evidence and Methods, Boston, 1974, p.30. 

表付-4 地域別の大西洋奴隷貿易、 1701-1800年 （単位1,000人）

こ
（オラ ンダ、イギリス、フランス、ポルトガル）

合計

1701-10 1711-20 1721-30 1731-40 1741-50 1751-60 1761-70 1771-80 1781-90ば闊

セネガンビア 18.4 309 225 26.2 25.0 22.5 14 4 12 4 221 7.0 201.4 

シェラレオネ 17.4 20.9 225 333 49.4 45 2 108.1 82.2 47.2 58.0 483.9 

ゴールドコースト 25.0 466 727 85.6 914 66.3 63.4 56.0 93.7 76.7 677.4 

ベニン湾 161.3 169.3 160.3 154、8 1099 98.7 102 7 90 7 159.8 711 1.2786 

ピアフラ湾 10.0 10.0 45.1 451 71 3 100.7 126.3 127.3 133.8 185.4 814.4 

西ー中央アフリカ 80.1 72.0 15.5 177 3 189.2 195.6 220.2 211 4 431] 365.3 2,057.7 

ムロ 計 312 2 349.4 398.0 522 3 536.2 529.0 635.l 580.0 887.7 763 5 5,513.4 

（出所）P.E.Lovejoy, Transformations in Slavery, p.50. P.D. Curtin. "Measuring the 

Atlantic slave trade" in S.L. Engerman & E.D. Genovese eds., Race and Slavery 

in the Western Hemisphere: Quantitative Studies, Princeton, 1975, p.112. Idem., 

"Measuring the Atlantic Slave Trade once again", Journal of African History, 

Vol. 17. No.4. pp.595-605. 
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第1部 サハラ以南アフリカ経済史概観

表付ー5 年令別・性別の交易奴隷人口の推計、 1600-1800年（単位100万人）

年令・性 輸出 残留 合計

青年女性 04-30オ） 2.40 2.08 4.48 

青年男性 (14-30オ） 4.48 

゜
4.48 

児童 (14オ以下） 1.12 4.26 5.38 

成人 (30オ以上）

゜
3.58 358 

合 計 8.00 9.92 17.92 

（出所） P.E.Lovejoy, Transformations in Slavery, p.64. P.Manning, "The 

enslavement of Africans:a demographic model". Canadian Journal of 

African Studies, Vol.15. No.3, 1981. pp.499-526. ].Thornton, "The 

slave trade in the eighteenth century Angola". Canadian Journal of 

African Studies, Vol.14. No.I. 1980. pp.417-27. 

ら1840年代までに輸出された奴隷は、 81万4,400人に達している 10)0 

奴隷輸出の数字は、アフリカにおける奴隷制の規模をはかる指標となる。

1600年と1800年の間に、約800万人の奴隷が大西洋を渡ったとすれば、それよ

りはるかに多くの奴隷がアフリカにとどまり、アフリカ社会の中に編入されて

いたと考えられる。表付-5に示したように、マニングの計算によると、奴隷化

された人々のうち、 44.6％が輸出され、 55.4％がアフリカに残留したことにな

る。したがって、輸出されたかもしれない800万人と同数かそれ以上の数の奴

隷がアフリカにいたことになる。輸出された奴隷は、成人男性と成人女性であ

った。奴隷輸出には内陸諸地域の荒廃という犠牲がともなった。奴隷人口の増

加は、男性の輸出、若年者と女性の社会への編入という傾向を強め、奴隷制社

会に重大な影響を与えたと予想される1110 

第2節奴隷供給のメカニズム

17世紀末から18世紀全般にわたる奴隷輸出の増大は、奴隷供給メカニズムの

成立を前提とした。それは、アフリカ社会における奴隷化の進展と奴隷を含む

多様な廂品の交易網の発展に基づいていた。それでは、奴隷化と交易網の発展
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はどのような歴史的展開を示したのであろうか。

16泄紀には、ソンガイやボルヌなどの広大な帝国が繁栄していたが、 1600年

と1800年の間の時期は、群生するアフリカ人国家の対立と抗争の時代に入って

いた。この政治的分裂は、奴隷や金などヨーロッパ人による商品需要が多い大

西洋岸で広くみられた12)。したがって、この時期には周辺部労働市場の発展を

背景として奴隷価格の高騰13) とアフリカ内部における交易網の発展がみられた

のである。このような経済的要因は、盛衰をくりかえすアフリカ人国家におい

て、軍事組織の革新、新しい食糧の導入および商業組織の支配と結びつき、奴

隷がアフリカ社会の自立と存続のための要因から商品として売買されることを

合法的とする支配者の態度の変化とも結合したのである 14)。以下では、地域別

にその展開を検討しよう。

第1は、西ー中央アフリカである。ヨーロッパ人に販売する奴隷の主たる源

泉は、西ー中央アフリカ、とくにコンゴ南部のムブンドゥ地方とザイール川付

近のマレボプールであった。奴隷輸出は、 1500年と1800年の間に、 320万人に

達した。それには、どのような事情が考えられるであろうか。 1576年、ルアン

ダにポルトガルの植民地が建設され、クワンザ川とその内陸部が通商地帯とな

った。初期には、コンゴ王国の周辺諸国、ヴィリやムブンドゥの国家が奴隷貿

易に関与していたが、 17世紀はじめ、ポルトガルは、アンゴラ海岸の交易を支

配するにいたって、 17世紀後半のコンゴ王国の崩壊という事情も重なり、内陸

への植民地支配の拡大と奴隷の略奪を展開していった。この地域は、強大なイ

ンバンガラの居住地であった。インバンガラはポルトガル人との間で、輸入品

と捕えられた男女の奴隷を交易するようになり、また、インバンガラの一部に

はポルトガル軍の傭兵となるものもいたのである。

次に、内陸部のカサンジェやマタンパの諸国家では、奴隷制はアフリカ人社

会の政治経済上の基礎であった。この時期には、奴隷が定期的にポルトガル人

に売られるようになっていた。奴隷化された者は、血縁集団にとって異端者で

あったり、組織的に略奪されたり購入されたものであった。カサンジェでは、

国家の支配者が、商品の交易を支配するとともに、周辺社会に貢物のかわりに

奴隷の拠出を強制した場合もみられた。

89 



第 1部 サハラ以南アフリカ経済史概観

さらに、 17世紀末になると、ザンベジ川の最も上流部にも影響がでてきた。

すなわち、そこでは、当時、ルバ、ルンダ、カゼンベ、ロジなどが国家形成の

ために戦闘をくりかえしており、数多くの奴隷が生み出されたからである。と

くに、ヨーロッパ人との取引においては、ルンダが有利な地位を占め、 1820年

ごろまで、カサンジェ市場は重要な奴隷獲得地となった。 一方、 1650年代にオラ

ンダは、ムバンサソンヨからサンサルバドルを経てンゴンゴムバタと交易し、

ロアンゴベイのヴィリは、コンゴを介してゴタンバと交易していた。1670年代

以降、オランダ、フランス、イギリスにとって、北の海岸が主な奴隷市場とな

った。たとえば、ロアンゴベイ、マレンバ、カビンダなどの港では、これらの

港を支配している王の代理商を介してヨーロッパ商人とヴィリ商人との取引が

行われた。王の支配下にある奴隷尚人は、マレボプール市場を支配するティオ

商人と奴隷の取引を行うが、ここは、ザイール川の商人とヴィリ商人に奴隷を

売るマタンバやルンダ出身の商人の出会う場所でもあった。また、奥地では、

ルンダ、ルバ、カゼンベが奴隷供給源となり、奴隷、塩、織物、銅がインバン

ガラの市へ運ばれ、ルアンダからヨーロッパヘ輸出された。内陸部のルンダの

交易の中心はムスンバで、この地方の王も奴隷貿易を支配していたと言われる店）。

これに次ぐのは、西アフリカ海岸地帯である。奴隷海岸のアカン、アジェ、

ヨルバなどが広く居住している地域では、戦闘のために奴隷が生まれた。まず、

17世紀中葉、サバンナの国で強力な騎兵隊を有するオヨの権勢が拡大した結果、

周辺のヨルバの略奪が行われた。18世紀の初めには、オヨは、奴隷海岸の内陸

部をも支配し、 18世紀中葉になると、アジャやヨルバが奴隷として売られるよ

うになったのである。 1730年以降、台頭してきたダホメが、ヨーロッパ人とオ

ヨとの間の交易に介入しはじめ、両国で戦闘が行われた。この結果、多数の奴

隷が生まれ、 17世紀から18世紀前半には、奴隷輸出は主として海岸の後背地域

から行われるようになる。1690年と1740年の間に輸出された奴隷の80~90％は、

アジャか北方の奴隷で、他はヨルバであった。

ところが、 18世紀半以降、奴隷の出身は、東ボルタ、ヌペ、ハウサ北方に変

化していった16)。西アフリカ海岸地帯のうち、奴隷海岸とゴールドコースト東

部の奴隷輸出国は、アクワム、フエダ、アラダ、ダホメおよびオヨであって、
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奴隷貿易は、国家によって統制されていた。たとえば、 1681年、アクワムがア

クラを支配した後、アクラ商人は内陸への居住を拒否され、イギリスやオラン

ダなどの交易拠点近辺の仲介商業に彼らの活動が限定された。同様に、フエダ

とアラダでも商人の活動が制限された。この結果、奴隷貿易港は、ダホメの侵

人と台頭につれて、アラダの港であるオフラとジャキン、フエダの港であるウ

イダーから、東ではアパや工ぺ、 1736年には、バダグリ、 1750年には、ポルト

ノボヘ広がっていった。というのは、オヨとダホメがウイダー港で競争してお

り、オヨは、ウイダー港依存の交易ルートだけでなくダホメを迂回する交易ル

ートを開発したために、奴隷貿易の東方への移行が生じたからである。

ゴールドコーストの奴隷輸出は、アクワムやファンティの海岸から行われて

いたが、 18世紀前半では、アナンボやコマルティンの砦がはけ口となった。ア

サンテは、アシン・マンソの町を支配し、ファンティは、それらの町とヨーロ

ッパ人の城砦の間の交易を支配した。また、奴隷は、西方のグランド・バサム

やグランド・ラフでも輸出されている。奴隷海岸の西方、ゴールドコーストで

は、 1700年代初頭より 1800年に至るまで多くの奴隷が輸出されたが、奴隷輸出

の増大は、奴隷海岸と同様に、集権国家の台頭と関係していた。ゴールドコー

ストでは、アクワムが奴隷貿易に関与していた。 1677年から1681年にかけて、

アクワムは、アクラヘ侵入し、ウイダーまでその支配を広げた。 1700年以降、

アサンテが台頭し、アサンテ、アキュエム、アクワムが有力な奴隷貿易の担い

手となる。アサンテは、ゴンジャやギャマンヘも侵入し、ファンティ海岸の支

配を背景に奴隷貿易を行った。

東方のビアフラ湾では、ニジェール川デルタのアボ、ポニイ、エレムカラバ

リとクロスリバーが奴隷輸出の増大を経験した。この地域は、気候条件が悪い

ためにヨーロッパ人の活動は海岸部に限定され、軍事的介入も少なかった。人

口欄密な森林地帯の政治構造には、通商上ないし宗教上のゆるやかな連合がみ

られ、分裂的な集権国家はなかった。たとえば、アロの繁栄は、ヨーロッパ人

への奴隷販売に依存したことはまちがいないが、奴隷取引は、主として少数の

商人により支配されていたようである。奴隷は、運搬人となったり、商人の土

地を耕したりした。また、奴隷化は、小規模の略奪や誘拐によって生じたが、
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宗教的宣託によるものもあった17)。

以上のように、 17世紀および18世紀の西ー中央アフリカと西アフリカ海岸の

奴隷供給のメカニズムは、次の四形態をとっていたことがわかる。第 1は、強

大な集権国家の周辺に広がった地域の諸民族に対する戦闘と大規模な侵略によ

って奴隷を獲得する方法である。この場合、国家は拡大したが、そのために奴

隷供給源は荒廃し、奴隷獲得の可能性が低下していった。第2は、いずれの国

家も卓越した支配権を確立できず、奴隷化のフロンティアを拡大せずに近隣諸

国家間の戦闘によって奴隷獲得が行われた場合である。第3は、誘拐や小規模

な略奪などの「無法の拡大」によって人口稀薄地をつくらずに奴隷化が行われ

た場合である。第4は、宗教的宣託により罪人や異端者などが奴隷として供給

される場合である。

奴隷貿易は、国家が支配した場合も、アフリカ人商人が国家の独占を突破し

て独自の奴隷市場を発展させた場合でも、独占的傾向が強く、政治と奴隷貿易

は密接に結合されていた。たとえば、ゴールドコーストや奴隷海岸では、奴隷

売買の規制色が濃く、ビアフラ湾でも、少数のアフリカ人商人の独占が生まれ

た。アクワム、フエダ、アラダ、ダホメ、オヨなどでは、オフラやジャキンな

どの特定の港が発展したのも、国家が奴隷貿易を含む交易全般を管理しようと

したことと関係があったと言える。同様に、カサンジェやルンダでも、奴隷貿

易が首長によって管理経営されていた。奴隷貿易に独占が生じる理由としては、

国家間の戦争と侵略および貢納関係などからみて、国家自体が奴隷の供給者と

なっていたことがあげられる。また、 王の保護下にある商人が奴隷売買を支配

し、市場や港湾を支配するアフリカ人商人が国家の政治に関与していたのであ

る。いずれにしても、交易と政治は、競争を妨げる方向に動いていたようであ

る1810 

さて、世界資本主義に組みこまれた周辺部労働市場の発展は、当然、周辺部

労働力供給源への需要が常に存在していたことを意味している。アフリカにお

いては、商人やアフリカ人国家の支配者の個人的願望を充足し、政治と経済の

支配に必要な手段に対する需要があった。とくに、当時のような政治的分裂状

況の下では、支配者は、非市場的な専有・再分配メカニズムの頂点にたつもの
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として、武器、火薬などの軍需品の購入資金を確保するために、多数のアフリ

カ人を奴隷化し、奴隷輸出でヨーロッパ産商品の需要を満たそうとしたのであ

る。それが、「奴隷化の制度化」や「市場組織の形成」とあいまって、奴隷制

を拡大したと言える。

それでは、アフリカの奴隷制はどのような変化を示したのであろうか。大西

洋を渡った奴隷数およびその地域的差違は、アフリカにおける奴隷制の規模と

各地域の奴隷制の広がりを示す証拠となる。西アフリカ海岸地帯だけでなく

西ー中央アフリカでも、奴隷の輸出数よりも多くの奴隷がアフリカ社会の中に

とどまったと考えられる。また、輸出された奴隷は、若い男性がほとんどで、

アフリカには女性と子供が残留することになった C) アフリカにおける奴隷制の

展開には、二つの面があったと予想される。第 1に、奴隷化された女性、子供

および年輩者の流入による奴隷数の増大を許容できるように、奴隷制に基づく

強力な支配＝従属関係を含む社会が形成されていく面があった。その場合、権

力者、官吏、富裕な商人、軍人が、戦闘手段、商業信用、生産手段を掌握し、

奴隷制自体が、軍事、政治、生産に必要な奴隷を獲得する手段となる。第 2に、

奴隷制の展開が、多少血縁的社会構造を変化させるにしても、基本的には、社

会分化ないし階級分化をほとんど生ぜしめない面もあった。その場合、年長者

が、当該社会における労働、防衛、結婚、信用などの調整を行ったのであるニ

17惟紀と18世紀のアフリカにおける奴隷制は、多様な展開を示した。まず、

西アフリカ沿岸地帯とその内陸部では、奴隷制が、軍事、政治および生産に必

要な奴隷獲得手段となった。アカンでは、大西洋奴隷貿易の発展に先んじて、

金生産と農業などでは生産と奴隷制が結合されていた。対外貿易が発展するに

つれて奴隷制生産が強化されたが、それは、固辺部労働市場のインパクトの結

果生じたとは考えにくい。奴隷海岸やビアフラ湾の諸国家も、奴隷制を基礎に

して交易と生産が結合されていた,Oi0 

次に、西ー中央アフリカでは、奴隷は、元来、社会のマージナルな存在であ

り、農業や説業に使用されていた。社会は、貢納的な血縁関係を基本として成

立し、その中で、奴隷は、社会システムが自立する上で必要な要素であって、

別のシステムの一要素として排出されても影響の少ない限り売買されるにすぎ
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なかったのである。ヨーロッパ商人の侵入によって、内陸部の有力諸民族が彼

らと接触し、輸出むけに奴隷の獲得地域が広げられていった。ここでは、社会

の生産部門からの人口の流出によって奴隷制生産の成立はさまたげられたが、

アフリカ社会の奴隷制が、奴隷の輸出と供給を媒介したように思われる21)。

最後に、ヨーロッパ人の居住地でみられた南、北アメリカのプランテーショ

ンの奴隷制と類似した奴隷制の展開があげられる。ギニア沿岸、アンゴラ、ケ

ープタウン、ザンベシアにおけるヨーロッパ人の入植地では、奴隷は、ヨーロ

ッパ人によって所有された。そこで展開された奴隷制こそ、ヨーロッパ経済の

動きと直接関係するものであった22)0 

ところで、枇界資本主義のインパクトは、全くアフリカにとって独自の対応

ができないほど圧倒的であったために、その結果として、アフリカは奴隷貿易

という世界資本主義の運動に適合する形態で結合されざるをえないと想定され

てきたように思われる。長期間にわたり持続的に大量の奴隷輸出を可能にする

には、アフリカ社会が強靭な適応力を発揮し、その内部に何らかの奴隷供給メ

カニズムの形成が行われていなければならなかったはずである。問題は、むし

ろ、アフリカ世界独自の対応の結果として奴隷貿易が現象したという形で提示

されねばならない。それと同時に、世界資本主義の発展は、必ずしも「文明化

の恩恵」をもたらすのではなく、むしろそれとはあいいれない原因を呼びさま

すことがあることを指摘しておきたい。

研究者は、特定の問題に焦点をあわせるために、意識的か無意識的か、時に

は大きな問題を欠落させがちである。植民地時代や脱植民地時代のアフリカに

おける労働力ないし労働制度の発展についても、近代化の過程でなぜか、前植

民地時代の労働組織は自動的に消滅するかのごとく考えられ検討されることは

なかった［

奴隷制の崩壊あるいは消滅が、どの程度、歴史上の童大な出発点となったか

を分析するのはきわめて困難である。重要なことは、アフリカ史の過去に制的

な断絶があったかどうかを発見することではなく、アフリカの人々が、歴史の

中でどのようにして現実の間題にこたえ、人間の創造力を発揮できる新しい秩

序をつくろうとしてきたかどうかを知ることである。
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